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序 文 

人間が地上に生活している以上、土地とは切り離せない歴史があります。

土地を踏まえて家を建て、盛土をして道となし、土地を掘って用排水溝とす

るなど限りない開拓の歴史をくり返してきました。こうして祖先の築き上げ

た文化財も物によっては酸化し、腐朽し、あるいは後継者が絶え、消滅して

しまったりします。ところが埋蔵された文化財は比較的その痕跡をとどめ、

数千年を経た今日、われわれ現代人に当時の歴史を呼びかけてくれるものが

多い。従って現代文化を確立するために、文化財とのかかわりが生じた場合

は、文化財を国民共有の財産として積極的にその事実を記録し、現時点で知

り得た祖先の歴史を子孫へ伝達していくことが、現代人の責務でもあると考

えます。 

本報告書は東北自動車道関係遺跡発掘調査報告書の第 3 冊目として、「権

現山・一本杉・宇南・山の上・宮脇・有賀峰・西原・木戸・塩沢北・宮沢」

の 10遺跡を収録しております。 

ここに本書を刊行するに当たり、関係方々の御協力に感謝するとともに、遺

跡に対する御理解をいただき、さらに、社会教育や学術研究の場に役立つこ

とを切に願っているしだいです。 

 

昭 和 5 5年 3月 

宮城県教育委員会 

教 育 長 北 村  潮 
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例 言 

1. 本書は東北自動車道関係遺跡の発掘調査報告書第3分冊として、10遺跡について作成した

ものである。 

2. 遺跡の記載は宮沢遺跡を最初に、他は南から順に行なった。 

3. 発掘調査は宮城県教育庁文化財保護課（昭和 45 年度分は社会教育課、46・47 年度分は文

化財保護室）が担当し、関係各市町教育委員会・各学校教職員・学生補助員の方々の協力

をいただいた。 

4. 調査および整理において、東北大学考古学研究室、東北歴史資料館、宮城県多賀城跡調査

研究所からご指導、ご助言を賜った。 

5. 石製品の材質同定は東北大学助教授 蟹沢聡史氏にお願いした。 

6. 土色は「新版標準土色帖」(小山・竹原：1973)を、土性区分は国際土壌学会法の基準を参

照したものである。 

7. 建設省国土地理院発行の地形図を使用したものについては図中に明記した。 

8. 整理・報告書の作成は文化財保護課調査係が行なった。各遺跡の整理・執筆担当者は次の

とおりである。 

権現山遺跡…森貢喜 

塩沢北遺跡…小川淳一 

西原遺跡……熊谷幹男 

宮沢遺跡……斉藤吉弘・高橋守克・真山悟 

一本杉遺跡…土岐山武 

宮の脇遺跡…土岐山武 

山ノ上遺跡…手塚均 

木戸遺跡……森貢喜 

宇南遺跡……遊佐五郎 

有賀峰遺跡……熊谷幹男 

9. 上記遺跡については、すでに現地説明会資料、調査略報などにその内容の一部は記されて

いるが、本書の記載内容がそれらに優先するものである。 

10. 各遺跡の遺物・実測図・写真等すべての資料は東北歴史資料館へ移管され、保管・公開さ

れる予定である。 
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調査に至る経過 
 

東北自動車道にかかる宮城県内の埋蔵文化財の取扱いに関する覚え書きに基づいて、宮城県

教育委員会がその調査にあたった。 

昭和 42 年 5 月、白石市から蔵王町間を皮切りに、仙台市以南の自動車道予定路線の発表が

あり、路線敷の遺跡分布調査を国庫補助事業として実施し、23遺跡を確認した。また、この年

に東北縦貫自動車道遺跡緊急調査対策委員会を発足させ、対策を講ずることとなった。仙台市

から岩手県境までの路線の発表は、昭和44年6月から昭和45年11月まで4回にわたって行わ

れた。仙台市以北についても分布調査を実施した結果28遺跡を確認した。 

発掘調査は、昭和 45 年 2 月から東北自動車道遺跡緊急調査対策委員を中心に、考古学研究

の学生などの協力に依存する形で開始されたが、こうした手段では遺跡が処理できない状態に

おかれたので、昭和45年4月、県直営事業として発掘を実施することになった。昭和49年度

に至り愛宕山遺跡（宮沢遺跡）の発掘調査中に、道路公団から同遺跡周辺丘陵の土取計画が協

議され、昭和50年度に発掘調査を実施した結果、古代城柵官衙遺跡であることが判明し、文化

庁、日本道路公団との協議によって、一部精査の上、路線敷は施工方法や設計変更等をし、土

取部分は埋めもどし現地保存策をとった。また、昭和52年、航空写真の観察から館跡の可能性

が指摘され、試掘の結果、遺跡として追加した。 

昭和45年に始まった発掘調査は昭和53年御駒堂遺跡の調査をもって完了している。 

遺物整理については、昭和54年から昭和58年度まで5ヵ年を計画している。整理にあたっ

ては、記録保存の性格を十分に配慮し、可能な限り詳細なデーターを作成し、資料提示をする

よう努めた。 

なお、報告書刊行後は、遺物・写真・実測図等の資料は、東北歴史資料館へ移管し保存、活

用をはかることにしている。 
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調 査 要 項 

遺跡所在地：古川市宮沢・川熊・長岡 

遺跡面積：120ha 

遺跡記号：ＡＺ 

第1次 

調査主体：宮城県教育委員会、日本道路公団 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課 

調査期間：昭和49年9月17日～50年3月30日 

調査面積：15,000㎡ 

発掘面積：6,700㎡ 

調 査 員：鈴木惣之助・宮崎敬典・阿部恵・柳田俊雄・後藤幸雄・林和男 

協力・参加者：古川市教育委員会・柳瀬和幸（東北大学学生） 

第2次 

調査主体：宮城県教育委員会・古川市教育委員会、日本道路公団 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課・古川市教育委員会社会教育課 

調査期間：昭和50年4月17日～12月17日 

調査面積：64,918㎡ 

発掘面積：18,430㎡ 

調 査 員：高橋多吉・白鳥良一・鈴木惣之助・斎藤吉弘・高橋守克・阿部恵・真山悟 

協力機関：宮城県東北歴史資料館・宮城県多賀城跡調査研究所 

協力・参加者：金野正（宮城県築館女子高等学校教諭）・遠藤久七（丸森町立大内小学校伊手分校教諭）・渋谷

勝麿（三本木町立三本木中学校主事）・遠藤智一（岩出山町立真山中学校教諭）・佐藤戌（仙台

市立上杉山通小学校教諭）・新庄屋元晴（村田町立村田第一中学校教諭）・宮崎敬典（泉市立向

陽台小学校教諭）・青沼一民（宮城県伊具高等学校主事）・一条孝夫（塩釜市立浦戸第二小学校

教諭）・遊佐五郎（気仙沼市立松岩小学校教諭）・千葉宗久（河北町立飯野川第二小学校教諭）・

太田昭夫（女川町立第二小学校教諭）・宮城県古川高等学校郷土研究部・笠原吉右衛門・笠原久

（地元地権者） 

第3次 

調査主体：宮城県教育委員会、日本道路公団 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課 

調査期間：昭和51年4月12日～9月11日 

調査面積：10,000㎡ 

発掘面積：9,500㎡ 

調 査 員：高橋多吉・平沢英二郎・後藤彪・小井川和夫・斎藤吉弘・阿部恵・真山悟・阿部博志・手塚均・清野

俊太朗 

協力機関：宮城県東北歴史資料館・宮城県多賀城跡調査研究所・古川市教育委員会 

協力・参加者：三宅宗議（宮城県古川工業高等学校教諭）・遊佐五郎（気仙沼市立松岩小学校教諭）・土岐山武

（仙台市立北六小学校教諭）・森貢喜（河南町立前谷地小学校教諭） 
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第 5 溝←第 2 溝 
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－宮沢遺跡－ 
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－宮沢遺跡－ 

Ⅰ．位置と環境 
 

自然環境 

宮沢遺跡は宮城県古川市宮沢、川熊、長岡に所在する。国鉄陸羽東線古川駅の北方約6kmの

地点である。古川市は県の北部に位置しており、北は栗原郡、東は遠田郡、南は志田郡、西は

玉造郡および加美郡と境を接している。 

県北部において奥羽山地から派生する築館丘陵は栗原郡を中心として東方に張り出してい

る。丘陵の南には江合川、鳴瀬川両河川によって形成された大崎低地が広がっている。古川市

はその北部を築館丘陵南部の丘陵地帯、中央部から南部にかけてを大崎低地に置いている。北

部の丘陵地帯は築館丘陵裾部にあたるため起伏量は少なく総じて緩やかになっている。高度は

最高所で標高 103ｍである。中央部から南部の低地帯は大崎低地のほぼ中心部にあたる。標高は

約20ｍ前後と低平で、江合川、鳴瀬川の氾濫によって形成された自然堤防が各所に発達している。 

宮沢遺跡は北部丘陵地帯の南端に立地しており、その範囲は東西約 1,400ｍ、南北約 850ｍ

に及んでいる。大字名では宮沢、川熊、長岡の3地域を含む。これらの遺跡内での位置は宮沢

が北西部に、川熊が北東から中央を経て南西部に、長岡が南東部にあたる。遺跡および周辺は

主に標高 50ｍ前後の緩かな丘陵地となっているが各所において沢状の低地が入り込んでいる。

主なものとしては遺跡西南において宮沢と川瀬の丘陵を隔てる低地、東側において川熊と長岡の

丘陵を隔てる低地などがある。このほか遺跡の北東には沢状の低湿地に形成された化女沼がある。 

以上周辺の地形について述べてきたが概括すれば本遺跡は、前面に大崎低地を眺む丘陵上に

立地するもので、遺跡の内部には低地や湿地、沼などが入り込んでおり、地形の変化に富んだ

状況を呈しているといえよう。 

発掘区は宮沢の西側部分2箇所と川熊の西側部分1箇所の計3箇所である(第2図)。各々付

近の地名をとって宮沢分を愛宕山地区と長者原地区、川熊分を川熊地区と命名している。これ

らの微地形や現状などについてはそれぞれの地区ごとに説明を行なうことにする。 

歴史的環境 

宮沢遺跡は縄文、弥生時代の遺跡であり、同時に古代の城柵、官衙遺跡としての性格も併せ

もっている。本遺跡の周辺には旧石器時代の遺跡をはじめ縄文時代から中近世に至るまで各時

代の遺跡が存在しているが、これらの分布状況を示したのが第1図である。以下、このなかで

本遺跡と同時代と考えられる縄文、弥生時代と奈良～平安時代の遺跡について若干紹介してみ

たい。 

縄文時代の遺跡としては同一丘陵上に立地する長者原遺跡、一本杉遺跡のほか東方約1㎞の 
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－宮沢遺跡－ 

台地上に立地する新江川遺跡などがある。このうち一本杉遺跡は昭和49年に発掘調査が行なわ

れている。弥生時代の遺跡には本遺跡の範囲内の丘陵上に立地する苔谷地遺跡がある。この遺

跡から石庖丁が発見されているが、これは県北地方における弥生時代研究の好資料となってい

る。また東方約3㎞の丘陵斜面には下蝦沢遺跡があり、アメリカ式石鏃、石斧、石鎌などが発

見されている。他に西南約1㎞の台地上に立地する新田町遺跡、北東約1.5㎞の丘陵斜面に立

地する野崎遺跡がある。 

奈良から平安時代にかけてはまず城柵、官衙、寺院跡と考えられるものとして西約5㎞の台

地上に重弁蓮華文軒丸瓦、重弧文軒平瓦を出土する名生館跡と伏見廃寺跡、南西約9㎞の台地

上には城主遺跡と菜切谷廃寺跡がある。また南西約12㎞の台地上には建物の基壇と掘立柱建物

跡が検出された一の関遺跡がある。窯体としては西約3㎞の丘陵上に大吉山瓦窯跡、東約6㎞

の丘陵上には木戸瓦窯跡、南西約13㎞の丘陵上には日の出瓦窯跡がある。これらはいずれも多

賀城創建期の瓦を出産した窯跡として著名である。集落跡は数が多く、近くのものでは同一丘

陵上に三輪田遺跡、北方約3㎞の丘陵上に藤屋敷遺跡がある。このうち三輪田遺跡からは昭和

53年の発掘調査の際重弧文軒平瓦が発見されているのが注目される。 
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－宮沢遺跡－ 

Ⅱ．調査の経過 
 

本遺跡は昭和44年以後の分布調査や発掘調査の結果発見され、昭和51年に史跡指定を受け

た遺跡である。ここではその経過についてふれてみたい。 

第1次調査以前 

宮沢遺跡に含まれる地域内で遺跡が知られたのは、昭和44年に東北自動車道計画路線(1㎞)

について分布調査が実施され、土師器、須恵器、瓦が散布する「川熊遺跡(27044)」、石庖丁が

発見された「苔の谷地遺跡(27009)」が最初である(宮城県教委：1969)。さらに、昭和47年の

東北自動車道路線敷確定後に実施された分布調査では、路線敷にかかる愛宕山の斜面で土師

器・須恵器が散布する地点と、土塁状の高まりがある地点を確認し、それぞれ「愛宕山遺跡

(27064)」、「愛宕山館跡(27053)」として登録した(宮城県教委：1973)。この他、昭和47年に

刊行された「古川市史（下）」に、愛宕山の北にある糠塚山のすそに、東から北をめぐって西

に曲る三重の濠の跡についての記載が見られるだけである（古川市：1973）。 

このように、昭和 49 年の発掘調査までは、散布地や遺構の一部が確認され、それぞれ小範

囲の遺跡として考えられており、一つの遺跡としてとらえるまでには至らなかった。 

第1次調査 

昭和49年9月～50年3月にかけて宮城県教育委員会は日本道路公団の委託を受けて｢愛宕山

遺跡｣の東北自動車道路線敷にかかる約15,000㎡を対象に発掘調査（第1次）を実施した。調

査の結果、路線敷の6.700㎡を発掘し、南西斜面で平安時代の竪穴住居跡、南西斜面裾部で路

線外に延びる土塁（第1・第2）・溝・第1土塁をまたぐ掘立柱建物跡などの遺構と縄文時代（晩

期）の遺物庖含層が検出された。遺物は縄文時代（晩期）の土器、石器、奈良～平安時代の土

師器、須恵器、瓦、砥石などが発見された。 

第1次の発掘調査に入った9月初めに日本道路公団より、路線敷の両側の地域5,400㎡を東

北自動車道建設のための工事用土取り場にしたい旨の申請を受けた。それを受けて、10月に精

査と併行しながら路線敷両側の遺構の確認に入った。その結果、愛宕山の両斜面と南斜面で路

線内の土塁の延長と思われる2本の併行する土塁状遺構と、南東斜面で土塁状遺構がめぐる平

場が確認された。このことから、宮沢遺跡の性格については検出された土塁、堀、掘立柱建物

跡と路線敷外にみられる土塁、堀、平場の存在から館跡などの軍事的施設に伴うものと考え、

年代は古代末期頃の遺構となる可能性があるとした（宮城県教委：1975）。 

調査の結果を受け、11 月末～1 月にかけて、土取り予定区域の保存について県教育委員会、

古川市、道路公団の3者が協議を重ねたが年度中に意見の一致はみられなかった。同時に地権 
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－宮沢遺跡－ 

者からの土取りの強い要請などもあって、昭和50年2月に土取り予定地の事前調査を行なうこ

とになった。 

第2次調査 

昭和50年4月～51年3月にかけて宮城県教育委員会と古川市は調査団を編成し第1次調査

の未調査地域（2,000㎡）と土取り予定地（54,000㎡）を対象に第2次発掘調査を実施した。 

調査は、道路敷調査未了区域と併行して土取り場東側から開始した。調査途中の6月5日に

路線敷北側（長者原地区）の土塁が工事によって削平されたことを契機として、6月6日と10

日に長者原地区周辺の踏査を行ない愛宕山西側斜面の土塁、空堀が、北側の路線敷を横切って

東西に延びることが確認された。 

さらに愛宕山地区の路線敷の精査が進んだ6月中旬に、第1次調査で検出された2本の土塁

状遺構の内側の第2土塁は築地であることが明らかになった。この時点で築地と土塁は溝と並

行して調査区外に延びていくことが確認された。 

このことから、長者原、愛宕山地区の築地、土塁の延びを把握するために6月17日と24日

に宮沢地区全体の踏査を行なった。その結果、土塁状遺構、溝は愛宕山遺跡だけでなく北側の

路線敷（長者原地区）を横切って東西約1,400ｍ、南北約950ｍの範囲に認められ、その形態は

やや不整の平行四辺形であることがわかった。 

7月上旬に入って、西側斜面の土塁状遺構は築地2本と土塁1本であることが判明し、さら

に、南東斜面からは竪穴住居跡、掘立柱建物跡、北斜面からは弥生時代（中期）の壺棺墓など

の遺構が検出され、土師器、須恵器、瓦、緑釉陶器、鉄斧、鉄鏃、砥石などの遺物が発見され

た。 

この時点で、宮城県多賀城跡調査研究所、東北歴史資料館、文化庁などと協議の結果、この

ような築地、土塁状遺構、溝で区画される遺跡は古代の城柵、官衙に類するものであろうと推

定されるに至った。この調査成果から、愛宕山遺跡は古代城柵、官衙に類する遺跡の北西隅で

あることが判明した。そこで、この遺跡全体を大字名のひとつをとり「宮沢遺跡」とし、発掘

地域を「宮沢遺跡－愛宕山地区」と改めた。 

8 月に入って、分布調査で丘陵上に土塁状の遺構が確認されたことから、愛宕山地区の土塁

築地の延長部分にあたり、宮沢遺跡の南西隅の地域であると推定されていた川熊地区で自動車

道に伴う土取り工事による削平が行なわれ、溝跡、遺物が認められた。そのため土木業者、地

権者、市と協議を行ない工事を中断し、8月7日～9月3日まで緊急調査を行なった。その結果、

土塁と並行する溝、竪穴住居跡、土壙などを検出した。 

50年9月8日に宮沢遺跡を重要な遺跡と考えた文化庁、宮城県教育委員会、古川市、道路公

団の4者は協議を行ない調査の中止を決定した。なお、頂上部住居跡地域を除く南斜面裾部の 
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－宮沢遺跡－ 

築地周辺～土塁周辺にかけての部分と土取り予定地を保存することになった。また、北辺を区

画する土塁上の遺構と溝が確認された「宮沢遺跡－長者原地区」の路線敷については、協議を

行ない、事前調査を実施することになり、12月上旬になって土塁状遺構、溝をのぞいて丘陵斜

面の一部（470㎡）を調査したが冬期をひかえたため中断した（宮城県教委：1976）。 

第3次調査 

昭和51年4月～9月にかけて、長者原地区の路線敷約9,500㎡を対象として、第3次調査を

実施した。調査の結果、2 本の土塁状遺構は築地であることが判明し、低湿地の部分に築地と

関連する杭列、6 本の溝、掘立柱建物跡2 棟などを検出した。そしてこれらの重複する築地、

杭列、溝は愛宕山地区と同様に北辺を区画する外郭線として考えることができるとした（宮城

県教委1977）。また、｢宮沢遺跡－長者原地区｣の築地、溝に関しても4者協議の結果保存する

ことになった。 

踏査 

調査中に愛宕山地区で検出された築地、土塁、溝と路線敷北側の長者原地区にみられる土塁

状遺構、溝は調査区外にも延びていることが予想されたため、昭和50年6月に築地、土塁、溝

の延長部分の踏査を2回にわたって行なった。以下その結果について概略する。 

踏査の結果、愛宕山地区を北西隅にして土塁状遺構、溝が東西約 1,400ｍ、南北約 850ｍの

地域をほぼ長方形（やや不整な平行四辺形）にめぐることが判明した。各辺のめぐる地域は、

北辺は愛宕山北西部から長者原地域、苔谷地を経て化女沼にまで、西辺は愛宕山北西部より川

熊地域まで、南辺は川熊地域から茂木、長岡地域を経て三輪田地域まで確認できたが、東辺の

痕跡については確認できなかった。なお、この区画された範囲内の中央部に南北に走る土塁状

遺構、溝、遺物散布地が確認された。各辺の状況については次のとおりである。 

〔北辺〕 

北辺は長者原地域の沢地、宅地、苔谷地地域の沢地などで一部不明な部分もある。北辺を区

画する数本の土塁状遺構、溝は愛宕山の北西から北辺中央部分で若干北へ張り出しながら、糠

塚山の北西～北東丘陵裾部を経て化女沼の汀線まで延びている。西半部は北辺中央の張り出し

まで3～4 本の土塁状遺構と土塁間の溝、さらに土塁状遺構の北側に50～90ｍ離れてほぼ並行

する1本の溝がみられる。東半部は断続的に2～3本の土塁状遺構と土塁間の2～3本の溝がみ

られる。長者原地区の調査の結果、南から1～3本目の土塁状遺構が築地であることが判明して

いる。 

〔西辺〕 

西辺は愛宕山地区北半部と川熊地区南西隅に土塁状遺構、溝が残るが、途中は水田のため確

認できない。北半部は愛宕山西斜面裾部をめぐる1～2本の築地と1本の土塁、それに伴う溝 
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が検出されている。南西隅は頂上部に南北方向に並行した3本と東西方向に断続する1本の土

塁状遺構がみられ、南北方向に走る土塁の中で、東側の土塁と東西方向に延びる土塁は直交し

て「ト」の字状になっている。 

〔南辺〕 

南辺は川熊、長岡地域が集落としてすでに諸開発が進行しているため西半は不明な部分もあ

る。南辺を区画する土塁状遺構、溝は南西隅からはじまり東半部の茂木地域で北側に入り込み

ながら丘陵の尾根上を茂木・長岡・三輪田地域にかけてみられる。東半部の茂木地域では1～2

本の土塁状遺構が北側に入り込みながら断続的にみられ、三輪田地域では4本の土塁状遺構が

並行してみられる。 

〔東辺〕 

北辺の東端部は化女沼の汀線まで達しているが対岸の小野地域には東辺にあたる遺構は確

認できなかった。また、南辺の東端は北東方向にやや湾曲していくが南東隅は不明である。こ

の状況から、東辺は化女沼および水田周辺と考えられたが遺構は確認できなかった。 

また、化女沼は元禄年間に朽木橋地区に堰堤が築かれたといわれており、宮沢遺跡が営まれ

ていた時代には堰堤がなかったと考えられるため東辺北半は水面下に没している可能性もある。 

（その他の遺構・遺跡） 

宮沢北区山の上～川熊地区北辺にかけて土塁状の高まりがみられる。このうち宮沢北区山の

上では丘陵を縦断する南北方向の土塁状遺構が3～4本と溝状の遺構が平行してみられ、川熊地

区北辺では丘陵の尾根上に1本の土塁状遺構が東西方向に延びる。 

以上の他に宮沢遺跡内の遺跡として横穴古墳群(岩井堂横穴古墳群)、塚（註）、城館跡・散布

地46ケ所（縄文時代－3・弥生時代－1・奈良～平安時代－42）が確認されている(千葉：1979)。 

踏査の結果、このように土塁状遺構がめぐることが判明した。その有り方は数本並行してめ

ぐる特異な状況を示しており、北辺では特に著しいといえる。位置をみると北辺・西辺では丘

陵裾部に、南辺では丘陵の尾根上にみられ、あり方がやや異なる。 

公有化と史跡指定 

発掘調査と踏査の結果から、宮沢遺跡は東西約1,400ｍ、南北約850ｍの範囲にめぐる築地・

土塁・溝を外郭線とする古代の城柵、官衙跡であると推定された。さらに東北地方の古代史を

解明するうえで歴史的、学術的に価値の高い遺跡であることから前述の4者で協議を行ない路

線敷の一部と土取り予定地域の保存が決定し、昭和51年7月13日に国指定史跡となった。 

註：踏査の結果ではこれを高塚古墳としたが、現在はその形態から塚の可能性が強いと考えられる。 
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Ⅲ．各地区の調査 

愛 宕 山 地 区 

Ａ．地形と現状 

愛宕山地区は宮沢遺跡の北西隅に位置する。川熊から宮沢へかけては標高40～50ｍの小丘陵

が張り出しているが、本地区はその西端にあたる。 

地区内の地形をみると、ほぼ中央には標高47.3ｍの愛宕山をはじめ3つの高所があり、これ

らを中心として、北、南東、南西、西の四方に斜面が広がっている。このうち、北、南東、南

西の斜面は頂部付近においては、比較的急傾斜であるが裾部へいくに従って緩やかになる。こ

れに対し、西斜面では急な角度のまま裾部に至っている。なお、南西斜面と西斜面との間には

小さな沢が入り込んでいる。 

地区の周囲では、東側は小丘陵が尾根状に続いており、北側は沢状の湿地帯が東西方向に入

り込んでいる。また、西側から南側にかけては沖積低地が広がっている。低地での標高は約23

ｍである。現状は丘陵の大半は雑木林となっており、一部畑地として利用されている。低地は

大半が水田となっている。 

Ｂ．調査の方法と経過 

愛宕山地区の発掘調査は第1次調査(昭和49年)、第2次調査(昭和50年)の2回にわたって

実施された。調査経過は各々の調査で地区設定の方法、実測の方法が異なるため1 次調査と 2

次調査にわけて述べる。 

(1)．第1次発掘調査 

第1次調査は東北自動車道の路線敷部分の事前調査で、愛宕山地区の中央頂上部と南北両斜

面の15,000㎡を対象に行なった。 

イ．調査の方法 

地区設定：地区設定は基準点Ａ（ＳＴＡ324＋00）とＢ（ＳＴＡ325＋00）を結ぶ基準線を設

け、それを基準として対象地区に 3ｍ単位のグリッドを組んだ。地区名は東西方向をアラビア

数字（東より 1～19）。南北方向をアルファベット（南よりＡ～Ｔ）で示した。南北方向の表

記については60ｍ（Ａ～Ｔ）を単位として南より大きなブロック（ＡＡ－ＡＴ‐ＢＡ‐ＢＴ～

ＦＡ‐ＦＴ等）で示した。なお基準点Ａの北側をＢＡ区、東側を15区と付した（第3図）。 

発掘の方法：発掘に際しては遺構の分布を検討するために 4～5 グリッドを単位としたトレ

ンチを1列おきに調査区全体に設定し、遺構にかかわる地区については必要に応じて拡張を行 
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なった。 

実測図の作成：実測図は遺構実測図（平面図・断面図）、遺構配図を作成した。 

（遺構実測図）住居跡、井戸跡の平面図は遣り方測量を行ない、土塁・溝・掘立柱建物跡の平

面図は平板測量を行ない、各平面図にはレベルを記入した。断面図は必要に応じて作成した。

縮尺は住居跡・井戸跡を1/20、掘立柱建物跡を1/40、土塁・溝を1/100とした。 

（遺構配図）遺構配図は1/200のものを作成した。 

ロ．調査の経過 

発掘調査は昭和49年9月17日に開始された。丘陵上は杉や雑木林があったため伐採と抜根

作業を行なった。抜根作業と併行して北斜面(Ｅ区・Ｆ区)と南斜面(Ａ区)にトレンチ設定を行

ない粗掘りを開始した。Ａ区では斜面の裾部東側ＡＪ‐7 区の第Ⅲ層で多量の縄文土器と石器

が発見された。斜面の裾部ＡＮ－10区～ＡＬ‐6区のトレンチで土塁（第1土塁）とその北側

に堀（第1堀）・柱穴が確認された。また、Ｅ区・Ｆ区では2基の井戸が確認された。抜根が

終り9月末に入って、頂上部（Ｃ区・Ｄ区）と南西斜面（Ｂ区）の粗掘りを開始した。その結

果、南西斜面ではＢＤ－22区、ＢＦ‐8区で土塁（第2土塁）をはさんで北側に第2堀、南側

に第4溝が検出され、頂上部近くの斜面では竪穴住居跡2軒が検出された。 

10月初旬には調査区全体の粗掘りも終り、遺構のかかるトレンチを拡張し精査に入った。そ

の結果、ＡＪ‐7 区を中心に縄文時代の包含層が南斜面裾部東側で約100 ㎡の範囲に確認され

た。なお、土塁の精査に伴って、以前に確認されていた柱穴は第1 土塁をまたぐような形の1

間×3間の掘立柱建物跡と判明した。一方南西斜面では竪穴住居跡2軒と土壙が検出された。 

10 月下旬に入り精査が進行したため、遺構、発掘区全体の平板測量と住居跡の遣り方実測、

写真の撮影に入った。調査が一段落した12月14日には遺跡の公開を図るため現地説明会を開

催した。既に季節が冬期に入っており、十分な調査が期待できなかったため50年3月30日に

調査未了の部分を残して1次調査を終了した。 

(2) 第2次発掘調査 

第2次調査は第1次調査の残りの部分(2,000㎡)と路線敷両側の土取り予定区域(54,000㎡)

を対象に行なった。 

イ、調査の方法
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地区設定：路線敷については第1次調査地区名を用いた。土取り予定区域については緯・経

線上の点である航空測量用の標定点Ａ（国家座標：Ｘ‐152.7・Ｙ＋10.5）とＢ（国家座標：Ｘ

‐152.94・Ｙ＋10.400）を結ぶ線を南北の基準線として、Ａ点で直交する線を東西の基準線と

して対象地区全体に3㎝単位の方眼を組んだ。区名は東西方向をアルファベット（面よりＡ～

Ｉ）で示し、南北方向をアラビア数字（北より100～300）で示した。東西方向の表記について

は60ｍ（Ａ～Ｔ）を単位として面より大きなブロックのＡ区～Ｆ区（ＡＡ‐ＡＴ～ＦＡ－ＦＴ

等）で示した。 

発掘の方法：土取り区域の発掘に際しては遺構の分布を検討するため次のような調査を行な

った。 

1. 北斜面、頂部東側は4～5グリッドを単位としたトレンチを1列おきに設定し、遺構の検出

状況に応じてトレンチの拡張を行なった。 

2. 南東斜面～南西斜面にかけては地形が緩斜面で遺構の検出が予想されたため 12ｍ毎にベ

ルトを残し遺構確認を行なった。 

3. 平場遺構には3ｍ×55ｍのトレンチを十字に入れ、西斜面の土塁状遺構には3ｍ×80ｍのト

レンチを設定した。 

実測図の作成：実測図は地形測量図、遺構実測図（平面図・断面図）、遺構配図を作成した。 

（地形測量図）発掘前に空中写真測量で作成し、愛宕山地区は縮尺1/100と
1/400、宮沢遺跡全体

は縮尺1/1000とした。地形図の中には土塁状遺構、溝などの図化を行なった。細部については現

地踏査を加えて修正を行なっている。 

（遺構実測図）住居跡・井戸・墓壙・土壙、第1築地と第2築地の平面図は遣り方測量を行な

い、レベルを記入し必要に応じて断面図を作成した。縮尺はいずれも1/20である。 

遺構配図－空中測量によって図化を行ない、遺構の配置と確認面における等高線を入れた。細

部については補足修正を加えている。 

ロ．調査の経過 

発掘調査は昭和50年4月17日に開始した。伐採と併行しながら、第1次調査で確認されて

いた南斜面の第1土塁・第2土塁に並行する溝の掘上げ、住居跡1井戸跡の精査を行なった。

伐採と溝がほぼ掘り上がった4月30日に地形図作成のために空中写真撮影を行なった。5月上

旬から南西斜面の竪穴住居跡・井戸跡・土壙・北斜面の井戸跡の精査と併行して、北斜面・南

東斜面にトレンチを設定し粗掘りを始めた。このうち北斜面では弥生時代の墓壙が検出された。 

溝の掘り上げが終了した5月上旬から、第2土塁の精査に入った。精査が進んだ6月中旬に

土塁の上面から寄柱と積手の違いが検出され、断面観察から版築の状況が確認されて第2土塁

は築地であることが判明した。一方、南東斜面では第Ⅱ層上面で竪穴住居跡・土壙・溝などが 
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確認された。 

7 月上旬から、築地・溝・寄柱の掘り上げと併行して西側斜面の3 本の土塁状遺構にトレン

チを設定して粗掘りを行なった。その結果、土塁状遺構のうち東側の2本は築地であり、西側

の1本は土塁であることが判明した。このほか、南東斜面の中腹においてトレンチを入れ、土

塁、溝を伴う平場を検出している。 

7月末で路線敷、土取り地区の遺構検出がほぼ終了し、7月29日遺構全体の実測図作成のた

め空中写真撮影を行なった。 

9 月上旬から各遺構の平面図・断面図と併行して、残っていた東側頂上部の粗掘りに入った

結果、弥生時代の遺物包含層が検出された。 

9 月 8 日になり、遺跡の保存が決定されたため、南東斜面の遺構については精査を中断し、

遺構確認だけにとどめた。調査がほぼ終了した9月13日に現地説明会を開催した。その後、西

側と東側の平面図・断面図作成、撮影を行ない10月下旬より埋めもどしに入って、12月17日

に第2次調査を終了した。 

Ｃ．基本層位 

本地区の土層は場所によって土色、土性などに若干の違いがあるが、基本的には3枚の層か

らなっている。 

第Ⅰ層は調査区全域を覆う表土・耕作土で、暗褐色ないし黒褐色のシルト層である。層の厚

さは15～30㎝で草木根による攪乱が認められる。出土遺物は奈良・平安時代のものが多く、特

に南東斜面の中腹から裾部にかけて顕著である。また、縄文時代、弥生時代の遺物も出土して

おり、これらはそれぞれ南西斜面の裾部、南東斜面の頂部付近にまとまってみられる。他に中

世・近世以降の遺物も若干数出土している。 

第Ⅱ層は南東斜面に限って分布する暗褐色のシルト層である。層の厚さは 10～20 ㎝で全体

にしまりがない。奈良・平安時代の遺物を多量に含んでおり、他に縄文時代・弥生時代の遺物

も若干混在している。 

第Ⅲ層は西斜面を除くほぼ全域に分布する。黒褐色ないし黒色のシルト層である。層は厚さ

が頂部で約15㎝、北斜面30～50cm、南東斜面20～40㎝、南西斜面10～40㎝となっており、

一様にやわらかくしまりがない。奈良・平安時代の遺構は、この層の上面ないし地山面から検

出されている。遺物は頂部において弥生時代・奈良・平安時代のもの、また南東斜面、南西斜

面では縄文時代・弥生時代・奈良・平安時代のものが出土している。北斜面では認められない。 
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Ｄ．発見された遺構と遺物 

1．築地 

南東斜面と西斜面において検出された。ともに本遺跡の西辺を巡るものである。南西斜面で

は1本、西斜面では並行する2本の築地が南北方向に走っている。西斜面の2本の築地のうち

東側のものは、地表観察から南西斜面の築地と連続するのが判明している。一方、西斜面西側

のものは検出位置より南に40ｍほどのびた地点で高まりを失っており、南西斜面には続かない。

以下、説明するにあたっては前者を「第1築地」、後者を「第2築地」と序数を付して行なう。 

第1築地 

南西斜面から西斜面に連続するものである。南西斜面では第Ⅲ層上面、西斜面では地山面に

構築されている。規模は本体の基底幅がおよそ1.8～2.0ｍ、残存高は最も保存のよい西斜面に

おいて0.5ｍである。 

本体は黄褐色シルトと黒褐（褐）色シルトを4～10㎝の厚さで交互に積み重ねて版築してい

る。比較的残りのよいＣＤ‐190区を中心とした部分では、長さ約18ｍにわたり本体の積み手

の違いが識別された。その単位は約 2.5ｍである。本体構築に際しては南西斜面では第Ⅲ層上

面にそのまま本体を築くのに対し、西斜面では事前に地山面に積み土を行って平坦化し、その

上に本体をのせている。築地全体にわたり本体および基底部の両側には築地崩壊土が堆積して

いた。 

寄柱穴と考えられた柱穴列が本体の両側に検出されている。柱穴は掘り方が径約 30 ㎝の円

形を示すもので、なかに柱痕跡が確認されたものがいくつかある。柱間隔は比較的一定した部

分で約1.8ｍ前後であるが、全体としては不規則でまばらな部分が多い。 

両斜面を通じて築地の東側（築地の内側にあたる。以下東を内側、西を外側とする。）には

築地に沿うように幅約4ｍの溝（第5 溝）が走っている。また、南西斜面に限って築地の外側

にも幅約2ｍの溝（第4溝）が並行してのびる。 

遺物は、築地本体の中から弥生土器、土師器、須恵器が若干出土している。弥生土器は拓本

に示したが、土師器、須恵器についてはすべて破片のため図化できなかった。 

弥生土器（第8図） 

口縁部(1) 口縁部形態は複合口縁で、地文は斜行撚糸文（Ｌ）のものである。器形は壺形

土器であると思われる。 

体部（2・3） 地文は2が縦位撚糸文（Ｌ）、3が斜行縄文（ＲＬ）のものである。 

底部(4) 底部外面にケズリが施され、体部の地文は縦位撚糸文（Ｒ）と横位撚糸文（Ｌ）

のものである。 
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第2築地 

西斜面で認められたもので、第1築地の外側を並行して走る。構築面は地山上面である。本

体の基底幅は約1.5ｍ、残存高は約0.5ｍである。 

築地構築に際してはまず地山面に積み土を行なって整地し、その上に本体をのせている。本

体は版築によるもので黄褐色シルトと褐色シルトとの互層になっている。層の厚さは3～5㎝で

ある。本体および基底部の両側には築地崩壊土が堆積している。なお、築地の内側には築地に

沿うように幅約2.6ｍの第6溝が走っている。 

出土遺物はない。 
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2．土塁 

南西斜面と西斜面において検出された。構築面は南西斜面が第Ⅲ層、西斜面が地山面である。

地表観察からこれらは連続するのが確認されている。第1築地の外側を走るもので、その距離

は発掘区内において心々で18～31cmになっている。このほか西斜面では両者の間に第2築地が

走っており、その距離は心々で約10ｍとなっている。 

なお、このほかに、平場の周囲に土塁が巡っているが、これについては平場と関係するため

「9.平場」の項で扱った。 

土塁は全体に遺存状況が悪く、特に南西斜面ＡＪ－5区～ＢＰ－22区にかけて削平が著しい。

規模は基底幅が3.5～6.0ｍ、残存高が比較的残りのよい部分で約50 ㎝である。積み土は南西

斜面では暗褐色や黒褐色のシルト層、西斜面では褐色ないし黄褐色の砂質シルト層などからなっ 
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ている。積み上げの状

態は不整合の部分があ

り規則的ではない。 

なお、土塁の内側に

は両斜面を通じて幅約

4ｍの溝（第2溝）が巡

っており、外側には南

西斜面に限って幅約

1.5ｍの小規模な溝（第

1 溝）が認められる。

また、南西斜面ＡＭ

－10 区では土塁上

面から掘立柱建物跡

（第1建物跡）が検

出されている。 

遺物は土塁積み土から縄文土器、弥生土器が出土している。 

縄文土器（第13図1～3） 

深鉢形土器の口縁部破片である。1は外傾し、2・3は内弯して立ち上るもので、口縁端が無

文帯で、体部が斜行縄文（ＬＲ）のものである。 

弥生土器（第13図4） 

小突起がついた鉢形土総の口縁部破片である。上半に1本工具による2本の山形沈線と2本

の横位の沈線が施文され、体部の地文は斜行縄文（ＬＲ）である。 

 

3．溝 

溝はまず築地や土塁とほぼ接し、並行するものとして計5本検出されている。これらについ

ては外側から順に第1から第6まで序数を付している。このほかに、南東斜面や北斜面で小規

模な溝が検出されている。これらは築地や土塁とは直接関係がないと考えられたため、その他

の溝として扱った。また平場の周囲にも溝が巡っているが、これは平場と関係する溝のため「9.

平場」の項で扱った。 

第1溝 

南西斜面において、土塁の外側を並行して走る。確認面は地山面である。断面形は逆台形で規

模は上端幅が約1～2m、下端幅が約0.8m、深さが約0.3mと小さい。堆積土は黒色および
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黒褐色のシルト層である。 

堆積土中から土師器が出土している。図示できたものは次の2点である。 

土師器 

坏（第15図1） 体部から口縁部にかけて直線的に外傾する。製作に際しロクロを使用して

おり、底部の切り離しは回転糸切りによる。内面にはヘラミガキ、黒色処理がなされている。 

高台付坏（第15図2） 体部から口縁部にかけてやや内弯ぎみに立ち上る。底部の切り離し

は不明である。内面はヘラミガキ、黒色処理されている。台部はやや長く外方に踏ん張り、端

部ではやや肉厚になる。 

 

第2溝 

土塁の内側を並行してのびる溝で、第Ⅲ層上面ないし地山面で確認された。土塁との位置関

係より、南西斜面から西斜面に連続するものと考えられた。内側の壁の上半が第3溝によって

切られている。断面形はおおむね逆台形を呈する。規模は南西斜面では上端幅約 4.0ｍ、下端

幅約2.5ｍ、深さ約1.4ｍに対し西斜面では上端幅約3.3ｍ、下端幅約1.2ｍ、深さ約1.0ｍと

なっており、西斜面ではやや小規模である。全体に、底面、壁面ともしっかりしている。 

堆積土は暗褐色、黒褐色、黄褐色、黄橙色などのシルト層で構成されており、なかでは黒褐

色、暗褐色層が主体を占める。黄褐色層は西斜面において認められ、溝の下位から底面にかけ

て堆積しており、土性、土色、堆積状況から土塁の崩壊と考えられる。 

遺物は、底面および堆積土中から土師器、須恵器、瓦のほか縄文土器が出土している。この

うち実測図を作成できたものは、底面から出土した土師器3点と堆積土出土の土師器1点、須

恵器3点である。縄文土器は、特徴的なものを拓本に示した。 

土師器 

坏（第 16 図 1・2） 1 は製作に際しロクロを使用していないものである。底部は丸底で体

部は丸味を持って外傾し、口縁部で直立ぎみになる。器面調整は外面で口縁部が横ナデ、体部 
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がヘラケズリ、内面は口縁部が横ナデ、体部がヘラナデとなっている。2 は製作に際しロクロ

を使用しているものである。体部から口縁部にかけて直線的に外傾する。底部外面が剥落して

いるため、切り離しは不明である。器面調整は内面にヘラミガキ、黒色処理されている。 
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高台付坏（第16 図 3・4） ともに体部上半が欠損している。底部切り離しは回転糸切りに

よるものである。器面調整は内面にヘラミガキ、黒色処理が施されている。 

須恵器 

坏（第16図5・6） 底部の切り離しがヘラ切りによるもの（6）と回転糸切りによるもの（5）

とがある。いずれも体部から口縁部にかけて外傾する。このうち6は体部下端に回転ヘラケズ

リの再調整が加えられている。 

甕（第16図7） 底部破片のため全体の器形は不明である。体部下端から底部には回転ヘラ

ケズリの再調整が行なわれている。 

縄文土器（第16図8～15） 

口縁部（8～12） 8・9 は口縁部が外傾し肩部で張り出す浅鉢形土器である。肩部に文様帯

をもつ。9は4本の平行沈線の一部を彫去した工字状文で口縁端と内面に沈線が施されている。

9は3本の平行沈線の一部を彫去した工字状文の沈線の中に刺突文が施されている。10は口縁

に文様帯のあるもので口縁に2本の平行沈線と内面に沈線が施文されるものである。これは口

縁が外傾するものであるが器形は不明である。 

11・12 は口縁部が外傾する深鉢形土器である。11 は口縁部が無文で、体部の地文が斜行縄

文（ＬＲ）、12は全体に斜行縄文（ＬＲ）が施されている。 

体部（13～15） 13は肩部に3本の平行沈線が施文され、文様下部の地文は斜行縄文（ＬＲ）

のものである。14・15は無文で地文は14が斜行縄文（ＬＲ）、15が羽状縄文（ＲＬ×ＬＲ）

のものである。 

 

第3溝 

南西斜面から西斜面へ連続するもので、第2溝と並行しかつ切っている。確認面は第3層上

面ないし地山面である。断面形は逆台形を示すもので堆積土は暗褐色や黒褐色シルト層からな

っている。規模は上端幅が約1.2ｍ、深さが約0.5ｍである。 

出土遺物はない。 

 

第4溝 

南西斜面において第1築地の外側を並行して走る溝である。西斜面では認められない。確認

面は第Ⅲ層上面ないし地山面である。断面形はほぼ逆台形を呈するもので、規模は上端幅が1.5

～3.0ｍ、下端幅が0.6～1.2ｍ、深さが0.4～0.7ｍである。全体に壁、底面の凹凸が激しく、

幅、深さなどは一定しない。 

堆積土は黒褐色・黒褐色・黄褐色などのシルト層からなっている。このうち黄褐色のシルト 
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層は主に内側の壁寄りに堆積するもので、土性、土色、堆積状況などから築地崩壊土と考えら

れる。 

遺物は堆積土中から土師器、須恵器、赤焼土器のほか、縄文土器、弥生土器が出土している。

図示できたものは土師器2点、赤焼土器1点のみであり、縄文土器、弥生土器については特徴

的なものを拓本に示した。 

土師器 

坏（第17図1） 体部上半が欠損している。製作に際しロクロを使用しているもので、底部

切り離しは回転糸切りによる。内面はヘラミガキ、黒色処理されている。 

甕（第17図2） 体部上半が欠損しているため全体の器形は不明である。器面調整は体部下

端で外面にヘラケズリ、内面にナデが施されている。 

赤焼土器 

坏（第17 図 3） 体部下端ではやや丸味をもって立ち上り、口縁部で外傾するものである。

底部切り離しは回転糸切りによるもので、再調整はない。 

縄文土器（第18図1～24） 

1・2は胎土に繊維を含む土器である。 

口縁部(1) 内弯して立ち上る鉢形土器である。口縁上端に刻みが入り、地文が撚糸文（Ｌ）

で内面に貝殻条痕が施文されている。 

体部(2) 地文は撚系文（Ｌ）で内面に貝殻条痕が施文されている。 

3～24は胎土に繊維を含まない土器である。 

口縁部（3～11） 3は浅鉢形土器の破片である。山形突起をもつもので、口縁部は外反し肩

部は内弯する。肩部に文様がある。文様は横位の沈線間に楕円が横に配される工字状文で、楕

円のなかに横位の沈線がある。4～11 は深鉢形土器の破片で、4～10 は口縁部が内弯、11 は外

反するものである。4～9・11は地文がＬＲの斜行縄文、10は無文である。 

体部（12-20） 12は平行沈線の一部を彫去した工字状文、13は中に横位の沈線の入る楕円

が施文される工字状文、14・15は平行沈線文が施文されている。16～20は地文が斜行縄文（Ｌ

Ｒ）のものである。 

底部（21） 底部外面にケズリが施されている。 

台付土器（22～24） 台付土器の台部の破片である。22は楕円と5本の平行沈線が施文され

ており、23・24は4～5本の平行沈線が施文されている。 

弥生土器（第18図25～42） 

口縁部（25～30） 25・26 は複合口縁の壺形土器の破片である。25 は下端に指頭状の押圧

が施文され、地文が斜行縄文(ＲＬ)で、26は地文が撚系文(Ｌ)である。27は外傾して立ち上 
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り、地文が斜行縄文（ＬＲ）である。28・30は口縁端部を欠くもので、28・29は沈線と刺突文

30は交互刺突文が施文されるものである。 

体部（31～41） 31～37 は文様をもつものである。31 は 2 本の横位の沈線と山形文が施文

され、地文は斜行縄文（ＲＬ）、32は二重の山形文が施文され、施文は斜行縄文（ＲＬ）、33

～35は横位の沈線と連弧文が施文され、地文は斜行縄文（ＬＲ）、36・37は横位の沈線が施文

され、地文は斜行縄文（ＬＲ）のものである。38～41は地文のみのものである。地文は38・39

が撚系文(Ｌ)、40・41が撚系文(Ｒ)である。 

底部（18） 平底で底部外面にケズリが施されている。 

 

第5溝 

第1築地の内側を巡る溝で、南西斜面から西斜面へと連続する。確認面は第Ⅲ層上面ないし

地山面である。断面形は逆台形に近い形を示すが、溝の幅は一定ではない。その規模は広い部

分で上端幅約5.0ｍ、下端幅約2.5ｍ、狭い部分で上端幅約2.5ｍ、下端幅約1.0ｍで、深さも

0.9～1.2ｍと一定ではない。壁や底面の状況は全体に凹凸が激しく特に底面では土壙状に窪ん

だ部分が多くみられる。 

堆積土は黒色、黒褐色、黄橙色、褐色などのシルト層からなっており、黒色、黒褐色層が主

体をなす。また褐色層は外側の壁から底面にかけて堆積しており、土性、土色、堆積状況から

第1築地の崩壊土と推定される。 

遺物は、堆積土中および底面から土師器、須恵器のほか、縄文土器、弥生土器が出土してい

る。このうち、実測図を作成できたものは堆積土出土の土師器5点、須恵器4点で、縄文土器、

弥生土器は主なものを拓本に示した。 

土師器 

坏（第19図1～3） 3点とも製作に際しロクロを使用している。底部切り離しは1・3は回

転糸切りによるものである。2 は体部下端から底部全面に手持ちヘラケズリの再調整を受けて

いるため切り離しが不明である。いずれも内面にはヘラミガキ、黒色処理が施されている。 

高台付坏（第19図4） 体部上半が欠損している。底部の切り離しは回転糸切りによるもの

で、内面はヘラミガキ、黒色処理されている。 

甕（第19図5） 体部下半が欠損している。製作に際しロクロを使用しているもので、口縁

径が器高より大きく最大径が口縁部に位置する小形の甕である。頚部で屈曲し、口縁部は外反

する。 

須恵器 

坏（第19図6～15・第20図1） 底部の切り離しがヘラ切りによるもの（6・7）と、回転 
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糸切りによるもの（8～13）のほか、底部外面に手持ちヘラケズリが加えられているため切り離

し技法が不明のもの（14）、磨滅や剥落などで底部切り離し技法が不明のもの（15、第20図1）

などがある。いずれも体部は直線的に外傾するものである。 

高台付坏（第19 図 16） 体部から口縁部にかけて直線的に外傾する。底部は半分以上欠損

しているが、わずかに回転糸切り痕がみられる。また、体部下端には回転ヘラケズリが施され

ている。 

双耳坏（第20図2） 一方の耳が残存するものである。体部は直立に近い角度で外傾するも

ので、耳は水平ではなく、幾分上向きに取りつけられている。耳の表面はヘラケズリされてい

る。底部は欠損しており不明である。 

甕（第20図3） 体部下半が欠損している。頚部から口縁部にかけてはゆるやかに外反する

もので、体部外面にはわずかにタタキ目が認められる。 

縄文土器（第20図4） 

口縁部 口縁部が内弯し、口縁端が外反する浅鉢形土器である。口縁部に文様帯があるもの

で、3本の平行沈線、口縁端と内面に沈線が施文されているものである。 

弥生土器（第20図5～11） 

口縁部（5～8） 5は壺形土器の口縁部破片である。複合口縁で、3本の弧状沈線と交互 
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刺突が施文されている。6～8は鉢形土器の口縁部破片である。6は頚部に横位の沈線が施され

ているもので地文は斜行縄文（ＬＲ）である。7・8は地文のみのもので、前者は横位撚系文（Ｌ）、

後者は斜行撚糸文（Ｌ）である。 

体部（9～11） 9 は横位の沈線が施文されるもので、10・11 の地文は斜行撚糸文（Ｌ）の

ものである。 

 

第6溝 

西斜面において第2築地の内側を走る溝である。確認面は地山面である。断面形は逆台形に

近いもので、規模は上端幅が約2.7ｍ、下端幅が約1.4ｍ、深さが約0.9ｍである。底面には土

壙状の窪みがいくつかみられ凹凸が激しい。 

堆積土は黄褐色、暗褐色、にぶい黄橙色等のシルト層からなっている。このうち内側の壁か

ら底面にかけて堆積している黄褐色のシルト層は土性、土色、堆積状況から築地の崩壊土と考

えられる。 

出土遺物はない。 

 

その他の溝 

頂部から北斜面にかけてと南東斜面一帯において小規模な溝が検出されている。前者は頂部

を東西に走りＤＧ－162 区で北へ折れ曲るもので、北斜面裾部では東、西、北の三方に枝分れ

する。確認面は第Ⅲ層上面で規模は幅約1ｍ、深さ40～50㎝である。堆積土は暗褐色や黒褐色

のシルト層からなり、4枚の層に細分された。出土遺物はない。 

後者は計 23 本数えられたが大半は輪郭を確認したにとどめている。東西あるいは南北にの

びるもので確認面は第Ⅱ・Ⅲ層ないし地山面、規模は幅0.5～1.5ｍである。これらは各所で折

れ曲ったり互い切り合ったりしており規則性は認められない。また、このうちのいくつかは住

居跡を切っている。出土遺物はない。 
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4．竪穴住居跡 

 

頂部付近の南斜面で4軒、南東斜面で26軒の計30軒の竪穴住居跡が検出されている。この

うち前者4軒(第1～4)についてのみ精査を行ない、他は確認するにとどめた。 

 

第1住居跡 

ＣＯ－7 区で検出された。確認面は第Ⅲ層である。平面形は、掘りすぎの部分はあるが、長

軸5.3ｍ、短軸3.2ｍの長方形になるものと推定される。 

住居内の堆積土は、第1 層・黒褐色シルト、第2 層・浅黄色シルト、第3 層・褐色シルト、

第4層・暗褐色シルトの4枚の層からなっており、全体に北から流れ込んだ状態を示している。 

壁は東辺の南半および南辺の大半は失なわれている。第Ⅲ層ないし地山を壁としている。残

存高は最も残りのよい北辺で約40㎝である。各辺ともほぼ垂直に近い角度で立ち上がる。 

床は比較的平坦でかたくしまっている。大半は地山を床としているが一部南辺周辺に貼り床

が行なわれている。貼り床部分の厚さは5～6㎝である。 

床面からはピットが20個検出された。平面形、大きさ、深さにかなりのばらつきがある。こ

れらは位置的に規則性はなく、柱痕跡も認められないことから住居の主柱穴とは考えられない。 

周溝は、西、北、東の壁に沿って検出されている。上端幅 6～7 ㎝、断面が「Ｕ」字形を示

しており、床面からの深さは4～5cmとなっている。 

カマドは北壁東寄りに付設されている。燃焼部は 90 ㎝の幅をもち、奥壁が北壁より幾分外

側に出ている。底面は 42×40 ㎝の範囲で焼けてかたくなっている。側壁は左側が地山削り出

しなのに対し、右側は白色の粘土で構築されている。燃焼部奥壁からは約10cmほどの段差をも

って幅18cm、長さ 38 ㎝の煙道部がのびている。煙道部の底面は先端方向にやや高くなってい

る。カマドの軸方向はＮ－3°－Ｗである。 

遺物は堆積土および床面から土師器、弥生土器が出土している。このうち図化できたものは、

床面出土の土師器1点である。 

土師器 

小形坏（第21図1） 体部から口縁部までやや内弯ぎみに立ち上がるもので、両者の間に区

画はない。口縁径が器高より大きく、最大径は体部にある。器面調整は、口縁部内外とも横ナ

デ、体部外面はヘラケズリ、内面はヘラナデが施されている。底面は不明である。なお体部外

面には粘土積上痕が認められる。 

弥生土器（第21図2～7） 

口縁部(2) 複合口縁の壺形土器である。口縁上半に刺突と交互刺突、下端に刺突が施文さ 
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れている。地文は斜行縄文（ＲＬ）である。 

体部（3～7） 3は「Ｖ」字状の連続刺突文が二段に施文されるもので、地文は斜行縄文（Ｒ

Ｌ）である。4は上半に竹管支、下半に横位の沈線が施文されるもので、地文はみられない。5

～7は地文のみのもので、5・6は斜行撚糸文（Ｌ）、7は横位縄文（ＬＲ）である。 

 

第2住居跡 

ＣＬ－11区において検出されたもので、確認面は地山面である。第1土壙を切っている。平

面形は正方形を基調としており、長軸2.7ｍ、短軸2.5ｍの規模をもつ。 

堆積土は第1層・にぶい黄褐色シルト、第2層・褐色シルト、第3層・暗褐色シルト、第4

層・黒褐色シルトの4枚の層からなっており、これらは住居周縁部から中央にかけて流れ込ん

だ状態を示している。 

壁は四辺とも地山からなり、かなりしっかりしている。全体にゆるやかに立ち上がる。残存

壁高は最も保存のよい北辺で約60㎝である。 

床はほぼ全面にわたって貼り床がなされている。おおむね平坦であるが南辺に向ってわずか

に低くなる(比高差10㎝)。貼り床は中央部が最も厚く25cmほどで、周縁部は薄くなっている。 

カマドは北壁のほぼ中央に付設されている。燃焼部は、壁外に50㎝ほど削り出されている。

底面は幅約40 ㎝で平坦ではなく住居内の方向に幾分傾斜しており、熱のため赤変した面が30

×40㎝の範囲にわたってみられる。カマド内には焼土を多量に含む層が堆積しており、これは

天井の崩壊土と考えられる。奥壁からは約10㎝ほどの段差をもって煙道部が続いている。煙道

は地山掘り抜きで天井が遺存しており、その幅約30㎝、全長は80㎝に及ぶ。底面は入口付近

で約20 ㎝ほど下ったのち先端にかけて少しずつ高くなっていく。先端には、平面が長軸50cm

の楕円形、深さ約90㎝の煙出し穴が掘り込まれている。カマドの軸方向はＮ－5°－Ｅである。 

遺物は、堆積土中から土師器、赤焼土器のほか弥生土器が出土している。このうち実測図を

作成できたものは赤焼土器1点のみである。 

赤焼土器 

坏（第22図1） 体部下端では丸味を持って立ち上がり、口縁部が外反するものである。底

部切り離しは回転糸切りによる。 

弥生土器（第22図2～5） 

口縁部（2・3） 2 は口縁部が外傾するもので、地文は斜行縄文（ＲＬ）である。3 は口縁

上端を欠く複合口縁で、下端に交互刺突文が施文される。地文は斜行縄文（ＲＬ）である。 

体部(4) 地文は斜行の撚糸文（Ｒ）である。 

底部(5) 平底で、底部外面は斜行縄文（ＬＲ）施文の後に周辺にケズリが施される。 
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第3住居跡 

ＣＧ－16区で検出された。確認面は地山面である。平面形は方形を呈し、長軸3.6ｍ、短軸

3.3ｍの規模をもつ。 

住居内堆積土は黒褐色、暗褐色、浅黄色シルトなど7枚の層からなっており、いずれも住居

の周囲から中央部に流れ込んだ状況を示している。 

壁は地山からなっており、南辺の西半で失われているほかはすべて遺存している。壁高は最

も保存のよい北辺で約50㎝である。いずれもほぼ垂直に近い角度で立ち上がっている。 

床は地山をそのまま使用しているがかなり凹凸があり、また北から南に幾分傾斜している。

最大比高差は29㎝である。周溝は検出されていない。 

ピットが床面から11個検出されている。径15～20㎝、深さ9～52㎝で円形を示すものが多

い。これらはいずれも柱痕跡が検出されておらず、また位置的に規則性を示すものではなく、

柱穴の可能性は考えられなかった。 

カマドは東壁のやや南寄りの位置にとりつけられている。燃焼部の側壁は地山削り出しのも

のに更に内側に粘土を粘りつけている。燃焼部の幅は約76㎝である。両側壁の内側から底面の

ほぼ全体にかけて焼け面がみられた。また、両側壁の焼けた部分をとりはずした際、さらに内

側に焼け面が認められたことからカマドのつくりかえが判明した。この場合、古い時期の底面

の幅は断面図から約 40 ㎝になるものと思われる。燃焼部奥壁からは 7cm の段差をもって幅約

20 ㎝、長さ80 ㎝の煙道がのびている。煙道の底面は先端にかけて幾分低くなっている。先端

には平面が径約30㎝の円形、深さ約30㎝の煙出し穴が掘り込まれているが、その底面は煙道

底面より6㎝低くなっている。カマドの軸方向はＳ－72°－Ｅである。 

貯蔵穴状のピットがカマドの右隣り、すなわち住居の南西隅から検出された。長軸 90 ㎝、

短軸70㎝の隅丸方形を呈し、深さは床面から20㎝を測る。 

遺物は床面および堆積土中から土師器、須恵器が出土している。このうち図化できたものは

床面出土の土師器1点、須恵器1点である。 

土師器 

甕（第23図1） 製作に際しロクロを使用しているものである。体部中央はややふくらみを

もち、頚部は屈曲し口縁部が外反する器形である。口縁部は短い。最大径は口縁部にあり、器

高が口縁径よりも大きい。器面は磨滅しており調整は明確ではないが、体部下半にわずかにヘ

ラケズリの痕跡が認められる。底部の調整は不明である。 

須恵器 

坏（第23図2） 体部下端から口縁部にかけて直線的に外傾する器形である。底部には回転

糸切り痕が認められる。 
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第4住居跡 

ＣＫ－7 区で検出されたもので、確認面は第Ⅲ層である。平面形が長方形を示す、規模は長

軸3.5ｍ、短軸3.0ｍである。 

堆積土は 12 枚の層に細分されたが、全体に暗褐色や黒褐色のシルトが主体を占める。これ

らの各層は壁際から序々に中央部にかけて堆積している。 

壁は一部南西隅で失われているほかはすべて残存している。北辺および東辺と西辺の北半は

地山を壁としているのに対し、他は黒褐色のシルト層（第Ⅲ層）を壁としている。壁高は残存

状態のよい北辺で50cmである。壁はいずれも急角度で立ち上る。 

床はほぼ平坦である。周縁を除く部分に粘り床がなされており、それは厚い箇所で約6㎝に

なる。全体にかたくしまっている。 

柱穴と考えられるものは住居内では検出されていない。壁の外側において、壁の上端と接す

るようにピットが計5個認められる。いずれも径約25㎝の円形のもので、これらはその大きさ

や壁との位置関係に規則性をもつところから住居に伴う可能性も考えられる。 

カマドは東壁の中央に付設されている。燃焼部の側壁は浅黄色や褐色の粘土で構築されてい

る。燃焼部の幅は中央で約90㎝で、奥壁寄りに土師器の甕が倒立した状態で据えられているが、

この甕は支脚として使用されたものと考えられる。奥壁からは13㎝ほどの段差をもって、幅約

20㎝、長さ約1ｍの煙道がのびている。煙道の底面は先端にかけてやや高くなっている。先端

には長軸18㎝深さ40㎝の長方形をなす煙出し穴が掘り込まれている。その底面は煙道の底面

より12㎝ほど低くなっている。カマドの軸方向はほぼ真東である。 

貯蔵穴状ピットが2 個検出されている。第1 ピットは北西隅にあり長軸60 ㎝の楕円形、深

さが床面から8㎝で、堆積土中から須恵器が出土している。第2ピットは南東隅にあり長軸80

㎝、短軸64㎝の長方形で床面からの深さは約20㎝である。なおこのピットは東縁部が壁外に

張り出している。 

遺物は住居の堆積土、床面、貯蔵穴、カマドから、土師器や須恵器、弥生土器が出土してい

る。そのうち図示したものは床面、貯蔵穴から出土した土師器6点、須恵器7点である。また

弥生土器については拓本に示した。 

土師器 

坏（第 25 図 1～3） 3 点とも製作に際しロクロを使用しているものである。体部から口縁

部にかけては直線的に外傾するものや丸味を持って外傾するものがある。1、3は底部切り離し

が回転糸切りによるもので、切り離し後は体部下端から底部の周縁にかけて回転ヘラケズリの

再調整が加えられている。2 は底部が欠損している。内面はいずれもヘラミガキ、黒色処理さ

れている。 
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甕（第 25 図 4・5） 4 は製作に際しロクロを使用しているものである。体部中央に幾分ふ

くらみをもち、頚部で屈曲し口縁部が外傾する器形である。口縁部は短い。最大径は口縁部に

あり、器高が口縁径より大きい。器面には内外面ともにロクロ目がみられる。5 は体部上半か

ら下端かけてヘラケズリ調整されている。3 は体部上半から口縁部にかけて失われており、全

体の器形は不明である。体部外面にはヘラケズリ、内面にはナデの調整痕がみられるほか、内

外面に粘土の積み上げ痕が観察された。 

須恵器 

坏（第25図6～11） いずれも体部から口縁部にかけて外傾する器形のもので、底部の切り 
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離しは回転糸切りによる。このうち6の体部下端には、回転ヘラケズリによる再調整がみられ

る。 

甕（第 26 図 1・2） 1 は体部中央が大きく張り出し、頚部から口縁部にかけてゆるやかに

外反するものである。最大径は体部中央にあり、器高が口縁径より大きい。器面には体部中央

失われており全体の器形は不明であるが、長胴形のものと思われる。製作にロクロを使用した

ものかどうかは明らかではない。体部外面に刷毛目、ヘラケズリ、内面にナデ調整がみられる。 

赤焼土器 

甕（第26図3） 口縁部が短く外傾し、端部がやや立ち上がるやや小型の甕である。最大径

が口縁部にあり、口縁径は器高より大きい。底部には回転糸切り痕を残しており、再調整はな

い。 

弥生土器（第26図4～6） 

口縁部(4) 壺形土器の破片で、無文の複合口縁である。 

体部（5・6） 5 は横位の 2 本の沈線が施文されており、地文はみられない。6 は羽状縄文

（ＲＬ×ＬＲ）である。 

その他の住居跡 

次の表は平面形を確認したにとどめた南東斜面の住居跡の平面形、規模等を示したものであ

る。 
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5．掘立柱建物跡 

南東斜面と南西斜面において計5棟の掘立柱建物跡が検出された。このうち精査を行なった

ものは第1と第5建物跡で、他の第2、第3、第4建物跡については柱掘り方の輪郭を確認した

にとどめた。 

 

第1建物跡 

南東斜面ＢＳ－199区で検出された3間×1間の建物跡である。確認面は第Ⅲ層上面である。

桁行の柱列は土塁に沿って並んでおり、その方向は側柱列でＮ－20°－Ｗである。柱の掘り方

にはいずれも柱抜取痕とみられる穴が認められた。柱間寸法は推定であるが桁行 1.8ｍ等間、

梁間4.5ｍ前後と考えられた。柱の掘り方は方1～1.5ｍ、深さ1ｍ前後である。 
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第2建物跡 

南東斜面ＣＤ－186区において第5溝底面から第1築地寄柱と並行する3個1列のピットが

検出された。これらは各々築地内側の寄柱列上にある3個のピットと対をなす。またこの3個

の規模は寄柱に比べると若干大きくむしろ溝底面のピットに近い。このことから次に述べる柱

間寸法にみるとおり、間尺は一定でないが2間×1間の建物跡が想定された。方向は側柱列で

Ｎ－17°－Ｗである。柱間寸法は桁行は東側柱列で2.0ｍ等間、西側柱列で1.7ｍ＋1.9ｍ、梁

間は南北とも2.4ｍである。柱掘り方は方50㎝前後、深さが26㎝～70㎝である 
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第3建物跡 

南東斜面ＥＨ－172 区で検出された 3 間×2 間の建物跡である。確認面は第Ⅲ層上面、建物

の方向は棟通りでＮ－23°－Ｅである。この建物跡については柱の掘り方の輪郭を確認したに

とどめているため正確な柱間寸法は明らかではないが、推定では桁行 1.8ｍ＋1.5ｍ＋1.8ｍ、

梁間2.1ｍ等間になるものと思われる。掘り方の規模は方0.5～0.7ｍである。 

 

第4建物跡 

南東斜面ＥＩ－170 区で検出された3間×2 間の建物跡で第3 建物跡の北隣りに位置する。

確認面は第Ⅲ層上面である。建物の方向は棟通りでＮ－30°－Ｅとなっており、第3建物跡に

より7°東に振れる。なお側柱列北第3柱の掘り方は検出されなかった。第3建物跡と同じく

精査を行なっていないため正確な柱間寸法は明らかではないが、推定では桁行1.80ｍ＋1.40ｍ

＋1.80ｍ、梁間1.95ｍ等間と考えられた。掘り方の規模は方0.25～0.6ｍでばらつきがみられ

る。 
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第5建物跡 

南東斜面ＤＧ－215 区で検出された 2 間×2 間の東西棟の建

物跡である。確認面は地山面で、第28住居跡を切っている。柱

間寸法は精査を行っていないため推定となるが、桁行 2.1ｍ等

間、梁行 1.8ｍ等間になるものと思われる。掘り方はほぼ円形

を示し、その規模は径20～30cmである。 

 

6．井戸跡 

井戸跡は北斜面で2基（第1・2）、南西斜面で2基（第3・4）計4基検出された。4基とも

素掘りの井戸である。 

 

第1井戸 

ＥＢ－11区で検出された。第Ⅲ層上面から掘り込んでいるが、明確に輪郭を確認できたのは

地山面である。平面形は円形で径約2.1ｍ、深さは約2.5ｍ、底面は円形で径約1.0ｍである。

壁は上半が大きく外側に開いており、下半は垂直に近い角度で立ち上っている。底面は擂鉢状

を呈している。堆積土は黒褐色のシルトが主体で一部に灰黄褐色のシルトを含んでおり、細か

くは15枚の層に分けられた。 

出土遺物はない。 

 

第2井戸 

ＥＧ－19区で検出された。第Ⅲ層上面から掘り込んでいるが輪郭の確認は地山面である。平

面形は円形で径約1.2ｍ、深さは約1.3ｍ、底面は円形で径約0.7ｍである。壁は全体としては

垂直に近い角度で立ち上るが、上端近くでは幾分外側に開く。底面は平坦である。堆積土はに

ぶい黄褐色シルトと黒褐色シルトの2枚の層に分けられる。 

出土遺物はない。 

 

第3井戸 

ＣＤ－18区で検出されたもので、確認面は地山面である。第4井戸を切っているほか、小溝

2本と重複している。平面形は楕円形で長軸が約1.5ｍ、短軸が約1.3ｍ、深さは約0.5ｍ、底

面は円形で径約0.5ｍである。壁は約40°の角度でゆるやかに立ち上る。底面はほぼ平坦である。 

出土遺物はない。 
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第4井戸 

ＣＤ－18 区で検出されたもので、確認面は地山面である。第3 井戸によって切られている。

平面形は楕円形で長軸が約1.5ｍ、短軸が約1.3ｍ、深さは約0.7ｍ、底面は円形で径約0.7ｍ

である。壁は約45°の角度でゆるやかに立ち上る。底面はほぼ平坦である。 

井戸の施設と考えられるものとして北側の壁において階段状の平坦面が2段認められた。上

段は平面形が長軸約30㎝の半円形、下段は長軸約1ｍの長方形に近い形を示している。上下段

の比高は約30㎝である。また南側においては幅約30㎝、深さ30～40㎝の溝を伴っている。 

出土遺物はない。 

 

7．土壙 

土壙は各地区で確認されている。特に北斜面と南

東斜面に集中してみられた。この中で、頂上部の 2

基を精査し、他は確認するにとどめた。 

第1土壙 

ＣＬ－11区第2住居跡東側の地山面で確認された。

第2住居跡によって切られている。平面形は楕円形

で長軸1.4ｍ、短軸0.8ｍ、深さは64cmである。東、

西壁はゆるやかに立ち上がる。北壁はやや内側にえぐ

れている。底面はほぼ平坦である。堆積土は黒褐色シ

ルトと橙色シルトの2枚の層からなる。 

出土遺物はない。 

第2土壙 

Ｃ－6 区の地山面で確認された。平面形は「Ｌ」字

形を示す。屈曲部から長い方が5ｍ、短い方が2ｍ、幅

約 1.2ｍの規模をもつ。断面形は「Ｕ」字形で深さは

50cmになる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土中か 
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らは縄文土器の口縁部、体部破片が出土している。 

縄文土器（第35図） 

口縁部（1～3） 深鉢形土器の破片である。口縁部が外側するもので、地文は斜行縄文（Ｌ

Ｒ）である。 

体部（4・5） 地文は斜行縄文（ＬＲ）である。 

 

8．ピット群 

南西斜面の路線敷部分においてピット群が検出された。その集合状態から2つの群に分ける

ことができる。 
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第1ピット群 

ＢＲ－178区において検出されたもので、計17個認められた。確認面はいずれも地山面であ

る。全体としては、平面形、規模ともまちまちで規格性は認め難い。その規模についてこれら

の中でピット1～4はその位置関係から掘立柱建物跡の一部と考えられた。それに従えば、柱間

寸法は東西方1.6ｍ、南北方1.8ｍ＋1.8ｍとなる。掘り方の規模は方30～40㎝、深さは15～

25cmである。ピット1・2には柱痕跡が認められた。遺物はピット2の埋め土中から縄文土器、

土師器、須恵器の破片が出土している。 

縄文土器（第36図1～3） 

いずれも体部破片である。地文は1がＬＲ、2がＲＬの斜行縄文である。 

第2ピット群 

ＢＮ－179区において検出されたもので、計23個認められた。確認面は地山面である。これ

らは発掘区の西端に位置しており、さらに西側に及ぶことが推定されたものである。このうち

ピット 1～4 は位置関係から掘立柱建物跡の一部と考えられた。その柱間寸法は東西方東より

1.4ｍ＋1.3ｍ、南北方2.5ｍである。柱掘り方の規模は方35～50㎝、深さは18～41㎝で、い

ずれも柱痕跡が認められる。この建物跡は柱穴の配置から西半は発掘区外にあるものと推定さ

れた。出土遺物はない。 
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9．平場 

南東斜面から南西斜面にかけての部分で、斜面のほぼ中腹に土塁、溝を伴った平場が確認さ

れている。南面する水田からは15ｍほど高く、背後の頂部からは10ｍほど低い位置にある。 

平場は長方形を呈しており、規模は長軸で 36ｍ、短軸で 27ｍである。全体として緩かに南

へ傾斜しており、北側と南側とでは 4ｍの高低差がある。平場の周縁には土塁、溝が巡ってお

りまた、平場の西辺には幅4～5ｍの通路状の遺構がある。 

土塁は北東辺から北西辺にかけて巡る。構築面は第Ⅲ層上面で基底幅が3ｍ前後、高さが0.4

～0.7ｍである。黄褐色土や黒褐色土を積み上げて構築されたもので4～5枚の層からなってお

り、概して不規則な層相を示している。 

溝は土塁の外側にあり、北東辺、北西辺および南西辺の北半を巡る。第Ⅲ層上面から掘り込

まれている。断面は「Ｖ」字形を呈しており、規模は幅約2.5ｍ、深さが約1.5ｍである。堆積

土は暗褐色土や黒褐色土からなり3枚の層に細別された。溝は平場の南西辺中央から南西へ折

れ曲り斜面を下り裾部へのびており、第6溝付近で消滅するが、途中第1築地、第4、第5溝

を切っている。 

出土遺物はない。 
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10．壺棺墓 

北斜面ＥＡ－153 区で検出された。確認面は

地山面である。平面形は楕円形で、規模は長軸

55㎝、短軸48cm、深さは10cmである。壁はゆ

るやかに立ち上り、底面はほぼ平坦になってい

る。 

堆積土は2枚の層からなる。第1層は黒褐 
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色シルト、第2層は極暗褐色シルトである。第1層は土壙の中央に分布している。第2層はそ

の周囲に認められ、人為的な堆積状況を示している。 

土器は土壙のほぼ中央につぶれた状態で出土している。出土状況から、本来は正位に据えら

れていたものと推定される。 

壺形土器（第40図） 

体部から頚部にかけての実測図を作成した。他に同一個体と思われる口縁部と底部の破片が

あるが、全体形の復元には至らなかった。 

口縁部－外傾する口縁部で平縁である。口縁端部および外面にＬＲの斜行縄文が施文されて

いる。なお、この破片は紛失しており、図示することができなかった。 

頚部・体部－肩部でふくらみをもつもので、頚部は直立ぎみに立ち上がる。体部全面にＬＲ

の斜行縄文が施文されており、部分的にそれを磨消している箇所もある。頚部は無文でナデが

加えられている。 

底部－平底のもので、底部にケズリが加えられている。 
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11．縄文時代の遺物包含層 

調査区、南西緩斜面裾部で遺物包含層を確認した。層の色調は黒褐色、土性はシルトで、厚

さは約30㎝である。遺物はＡＫ－5区を中心とした100㎡の範囲にまとまりを示した。 

層は北側を第2溝で、南側を土塁の削り出しなどで削平されており、このために他の地区の

第Ⅲ層との連続性についてはつかめなかった。 

出土遺物は、縄文土器、剥片石器、礫石器、土製品などがみられる。 
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(1) 縄文土器 

遺物包含層出土土器は総計4,127点である。そのうち全体の実測図を作成できたものはなく、

すべて破片である。 

ここでは口縁部、体部の文様の明瞭なもの、底部の形態および外面に特徴のあるもの219点

を取りあげ、その内容についてのべる。なお以下に述べる工字状文の番号については第Ⅳ章第

4表を参照されたい。 

《口縁部》 

器形が判明するのは壺形土器と浅鉢形土器、深鉢形土器である。 

《壺形土器》（第42図） 

1・2は口縁部がほほ垂直に立ち上がるものである。1は口縁部上半に隆帯による浮線だ円文

が施文され、内面にも沈線が巡る。丹塗りが認められる。体部を欠く。2は肩部に平行沈線 
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の一部を台形に彫去した工字状文（工字状文 6）が施文されており、内面の口縁部には沈線が

めぐる。文様以下には斜行縄文（ＬＲ）が施されている。 

3～8は口縁部が外傾して突起がつくものである。突起は低い山形を呈し、頂部に刻みの入る

ものが多い。口縁部上半には内外面ともに一、二条の沈線がめぐる。3 は肩部には中に沈線の

あるだ円状の工字状文が施文され、沈線外側に刺突が加えられている（工字状文12）。3の外

面には朱塗りが認められる。4～8は体部を欠く。 

9～12 は口縁部が外傾して突起がつかないものである。9、10 は口縁部に三条、11 は頚部と

内面に一条、12は口縁部内外面と口縁上端に一条の沈線がめぐる。いずれも体部を欠く。 

《浅鉢形土器》 

口縁部の形態には、外傾して突起がつくもの、外傾して突起がつかないもの、内弯するもの

の三者がある。いずれも底部を欠き、全体の器形は判明していない。 

1）口縁部が外傾して突起がつくもの。（第44図） 

口縁部は短かく突起は低い山形を呈し頂部に刻みの入るものと、高く頂部が幅広い台形状の

突起と低い小形突起が組み合うものとの2種類がみられる。いずれも頚部がくびれ、体部上半

（肩部）は内弯する。 
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文様帯は肩部にあり、さらに口縁部上半や内面に沈線のめぐるものが多い。文様帯を構成す

る文様は工字状文が多い。 

1 は上位に平行沈線の一部を台形に彫去した工字状文と、下位に反転する曲線による扁平な

三角形状の工字状文とが施文され二段になっている（工字状文3）。 

2は平行沈線の一部を上・下から交互に台形に彫去した工字状文（工字状文5）がみられる。 

3～5は平行沈線の一部を下方から台形に彫去した工字状文（工字状文6）がみられる。なお

この3点は彫去した部分が1ケ所しか認められない破片であり、2に類似した文様構成となる

可能性もある。 
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6は平行沈線の下位の沈線を山形に張り出させた工字状文（工字状文7）が施文されている。 

7～9は文様帯の上・下を沈線で区画し、その間に中に沈線のある扁平なだ円文を描いた工字

状文（工字状文8）が施文されている。 

10 は平行沈線の一部を台形に彫去した工字状文に刺突が加えられたもの（工字状文 11）が

施文されている。 

11～15 は文様のモチーフが不明である。11 には平行沈線、12・13 には不連続の沈線、14・

15には平行沈線と刺突がみられる。 

なお 2、11 の文様以下に斜行縄文（ＬＲ）が施されており、1、2、3、10、12、13 は沈線内

に丹塗りの痕跡が認められる。 

2）口縁部が外傾して突起がつかないもの（第43図1～9）。 

口縁部は長く、頚部はわずかなくびれをもつものがみられる。文様帯は口縁部にあり、工字

状文や平行沈線文の施文されているものがある。 

1～6 は工字状文が施文されている。1・2 は上・下に平行沈線を台形に彫去した工字状文を

逆向きに配し、その間を反転する曲線で連結した文様（工字状文 2）が施文されている。3～6

は文様帯の一部が観察される。3は横位と斜行する沈線とによって文様が描かれている。4は平

行沈線の一部を台形に彫去した工字状文6がみられるが、その下位にも別に文様が認められそ

うである。5、6は反転する沈線がみられ、扁平な三角形状の工字状文9と思われる。 

7～9は平行沈線文が施文されている。7・8は沈線内に刺突が加えられている。 

なお、8 と 9 は文様帯以下に斜行縄文（ＬＲ）が施され、1 と 5 の沈線内には丹塗りの痕跡

が認められる。 

3）口縁部が内弯するもの（第43図10～14）。 

口縁端部が屈曲し内面に稜を形成するものが多い。文様帯は口縁部にみられ、内面には沈線

がめぐる。文様は平行沈線の一部を台形に彫去した工字状文6が施文されている。14の口縁上

端には縄文（ＬＲ）が施されている。また文様帯以下に縄文のみられるものが多く、原体は10、

12、14がＬＲ、11がＲＬである。10、11、12、14の沈線内には丹塗りの痕塗が認められる。 

〈深鉢形土器〉 

深鉢形土器には頚部がくびれるものと、口縁部まで変化なく立ち上がるものとがある。 

1）頚部がくびれるもの（第44図、第45図1～6） 

口縁部形態は小波状口縁と平口縁とがあり、平口縁には山形の小突起がつくものもある。口

縁部が無文で頚部には沈線のめぐるものもある。体部は斜行縄文が施されている。原体はＬＲ

とＲＬがあり、前者が大半を占める。 

2）口縁部まで変化なく立ち上がるもの（第46図7～38、第47図） 
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口縁部は内弯気味のものと外傾するものとがある。口縁部、体部全体に斜行縄文が施されて

おり、原体はＬＲとＲＬがあり前者が多い。 
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《口縁部突起》（第48図） 

いずれも突起の先端につく装飾である。 

1～6 は先端が口縁部と直交するもので、沈線による彫刻的なものである。1～5 は「Ｓ」字

状の浮文が構成される。 

7～15は先端が円盤状のものが付いている。 

7 は棒状突起の先端が広がったものである。先端の平坦な部分に蜂の巣状に細い刺突文と棒

状部下端の隆帯に刻みが施文されている。 

9・10は2重、8・11～15は1重のだ円が施文されている。 
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《体部》 

体部破片には口縁部と同様に壼、浅鉢、深鉢形土器の三器形がある。このうち深鉢形土器の

体部はすべて斜行縄文だけがみられるものであり、壼、浅鉢形土器の縄文あるいは無文のもの

とともに破片集計するにとどめた。 

〈壺形土器〉（第49図1～19） 

肩部に文様がみられる。1～5は平行沈線を縦の沈線で区切った工字状文1が施文されている。

7～15は工字状文6が、16・17は工字状文12が施文され、18・19はモチーフが不明で、沈線

とその外側に刺突が施されている。文様以下には斜行縄文のみられるものが多く、原体はいず

れもＬＲである。 

〈浅鉢形土器〉（第49図20～40） 

いずれも文様のモチーフの全体は不明であるが、20・21は工字状文6、40は工字状文11と

推定される。20と40は文様以下に斜行縄文（ＬＲ）が施されている。 

 

《底部》 

底部の形態には、平底、台付、脚付の三種がある。 

1）平底のもの（第50図） 

平底としたなかにはいくぶん揚底風のものが多い。1 は体部下端に沈線がめぐる。底面には

木葉痕（2・3）、網代痕（4・5）がわずかにみられるほかはケズリ調整されている。 

2）台付のもの（第51図1～23） 

いずれも台部のみの破片である。工字状文の施文されているもの、平行沈線文の施文されて

いるものとがある。 

ａ：工字状文の施文されているもの。 

1は平行沈線の一部を台形に彫去した工字状文6がみられる。3・4は反転する沈線によって

扁平な三角形が描かれており（工字状文10）、2、5、7、8も同様の文様をもつと推定される。

6は横位と斜行する沈線とによって縦に連なる菱形が描かれる工字状文（工字状文11）が施文

されている。 

なお、2には地文として斜行縄文（ＬＲ）が施されている。 
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ｂ：平行沈線文の施文されているもの。 

9～23には平行沈線文が施文されている。 

3）脚付のもの（第51図24～25） 

脚部の破片が2点ある。断面形がだ円形の棒状を呈し、2側面に縦位の沈線が描かれている。 

 

《小形土器》（第51図26～28） 

26は口縁が底部から直立して立ち上がる平底のものである。口縁部に2本の平行沈線がめぐ

るものである。 

27は口縁が頚部から外反し、肩部が張り出し底部へせばまっていくものである。口縁が無文

で体部が斜行縄文（ＬＲ）である。 

28は口縁が底部から外傾して立ち上がる平底のものである。外面にはケズリ施されている。 

 

(2) 石器 

石器には剥片石器（石鏃・石箆・石錐）と礫石器（礫器・石皿・磨石）が出土している。そ

の他に石核や剥片も出土している。 

剥片石器（第52図） 

石鏃（Ａ）1～4・14・15は無茎のものである。 

1 は基部の中央にえぐりを入れて凹状にしており、尖頭部両側縁が凹んでいる。背面には全

体に調整剥離が認められ、腹面には調整剥離が加えられているが、一部に一次剥離の面が残る。 

2 は基部が平基で、尖頭部両側縁がややふくらむものである。尖頭部先端が欠損し、背面と

腹面全体に調整剥離が加えられている。 

3・4・14・15は基部が丸基で尖頭部両側縁がふくらむものである。3は周縁に調整剥離が加

えられているが、両面ともに一次剥離面を残している。4 は両面全体に調整剥離が加えられて

いる。 

（Ｂ） 5～13・16～19は基部側縁にえぐりを入れて茎をつくり出しているものである。 

6・10 は尖頭部両側縁がわずかに凹み両面ともに調整剥離が加えられているが一次剥離の面

を一部に残している。えぐりが深く、基部が「Ｔ」字状をしている。10は尖頭部先端と基部が

欠損している。6は両面に調整剥離が加えられている。 

5・7～9・11～13 はえぐりが浅く、基部が「Ｙ」字状をしているものである。5・7～9 は尖

頭部両側がややふくらみ、7・8は両面全体に調整剥離が加えられている。5・9は一部に一次剥

離面を残す。11～13は尖頭部両側縁が直線もしくはややくぼむ。 

8～9は背面全休に調整剥離が加えられ、腹面に調整剥離を加えているが一部に一次剥離の 
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16～19はえぐりがごく浅く基部が「Ｖ」字状をしている。いずれも一部に一次剥離面を残し

ている。 

石箆(21)－縦長で上端幅より下端幅が広く、両側縁がわずかにふくらみ、刃部に丸みがある

ものである。背面は自然面を残し両側縁と刃部に調整剥離を加え、腹面は片側面の一部と刃部

に調整剥離を加えている。 

石錐（20・25）－20はつまみ部から錐部へ比較的緩やかな角度で移行し、錐部は断面菱形で

ある。つまみ部は周縁全体に調整剥離を加えており、錐部も全体にていねいな調整剥離を加え 
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ている。 

25はつまみ部から錐部へ急角度で移行し、錐部先端はわずかに丸味があり、断面三角形のも

のである。つまみ部は、縁辺に調整剥離を加え、錐部は調整剥離で入念に仕上げられている。 

不定形石器（22～24）－縦長の剥片を使用したもので、縁辺に調整剥離がみられる。 

礫石器（第53図） 

礫器（1・2）－1 は自然礫を使用し上端が折断されているものである。刃部は片面から剥離

が加えられている。2は刃部の両面に剥離が加えられている。 

磨石（3）－自然礫を使用しただ円形のものである。上・下の二面に擦痕が観察される。 

石皿（4）－石皿の破片であり、形態は不明である。中央部が周縁部よりわずかに凹んでい

る。 
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12．弥生時代の遺物包含層と出土遺物 

調査区の東側頂部の西斜面と東斜面で遺物包含層が確認された(第 54 図)。調査の結果、遺

物の特に分布する地域は西斜面のＤＨ－160 区を中心とする約 200 ㎡と、東斜面のＤＰ－165

区を中心とする約900㎡の範囲に限定できる。遺物の出土状況は両地点ともに層離面に対して

不規則な状態で出土している。両地点の遺物包含層の土性はシルトで、色調は黒色でありほぼ

同じであった。 
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出土遺物は弥生土器、剥片石器、礫石器などである。 

 

(1) 弥生土器 

出土土器は総計1,314点である。口縁部、体部、底部、脚部などが出土しているが、破片の

ため全体の器形を知りえる資料はみられない。 

ここでは口縁部、体部の文様の明瞭なものおよび地文の特徴のあるもの、底部の形態および

地文に特徴のあるもの、脚部について取りあげ、その内容について述べる。なお、東、西斜面

の包含層の遺物については一括して図示した。 

 

《口縁部》 

口縁部にはその上半部が肥厚するものとそうでないものの二者がある。また、そのいずれに

も文様が施文されるものと、地文のみ又は無文のものとがある。 

Ⅰ．口縁部が肥厚するもの（第55・56図） 

口縁上部を肥厚させたもので、肥厚部下端が明瞭に段として区別され複合口縁状をなすもの

もある。多くは頚部でくびれ口縁部が外傾して立ち上がるが、さらに肥厚部から屈曲して内弯

気味になるもの、外反気味になるもの、特に屈曲のないものなどがある。また、波状口縁を呈

するものもある。文様の施されるものでは、それは肥厚部に施されており、また、地文のみの

ものでも肥厚部に限られるものが圧倒的である。文様は各種の刺突文、沈線、撚糸圧痕等によ

って描かれ、それらが単独あるいは併用されて文様を構成している。 

第55図1～4は波状浮線文が2段に施文されるものである。1は頚部より直立し、口縁上半

が外傾する壺形に近い土器と思われる。 

5 は肥厚部の二本の横位沈線間に、その中央を沈線で埋められた横位だ円文が施され、肥厚

部下端には交互刺突文が施文されている。口縁部は波状口縁である。 

6 は肥厚部上半に2 本の弧状沈線が巡り、下端に交互刺突文がみられるもので、口縁上端に

も沈線が巡る。この土器は口縁部から屈曲なく体部へ至る器形のもので、肥厚部に接して体部

にも文様が施される。体部文様は弧状沈線文の二重の楕円文によるものである。 

7～10 は肥厚部中位に交互刺突文が施され、それがその上、下に施される沈線とともに肥厚

部を飾る文様となるものである。7では肥厚部下端にも交互刺突文が施されている。 

11、12は同一個体とも考えられるものである。肥厚部に2本の横位沈線を巡らし、その間に

不規則な刺突を施している。肥厚部下端には交互刺突文が施され、さらに交互刺突文の下には

沈線が巡っている。 

13は肥厚部下半にのみ文様が施されるもので、横位の沈線を施文した後に肥厚部下端に竹管 
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文と刺突文が交互刺突状に施文されているものである。上半には斜行縄文（ＬＲ）が施されて

いる。 

14～19は肥厚部下端に横位の連続刺突文が施されているものである。刺突は器面に対してな

なめ方向からなされるもの（18）と、直角方向からなされるもの（14～17、19）とがある。ま

た、肥厚部に沈線文様が描かれるもの（15～17）と、地文のみが施されるもの（14、18、19） 
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とがある。 

20～32は指頭状押圧がみられるものである。指頭状押圧は肥厚部の下端を巡るものが多いが、

24、25 のように波状沈線と組み合って肥厚部中に施されるものもある。下端を巡るものでは、

肥厚部は地文のみ又は無文のものと、沈線（20～23）や、波状撚糸圧痕（25）が施されるもの

とがある。 

33～36は肥厚部上半に2～3本単位の横位の沈線文が巡るもので、下半は1本単位の連続山形

文（33、35）や平行沈線（34、35）が施文されている。上半の沈線は弧状（33、36）や、山形 
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(34)になるものがあり、その突出部に対応して口縁部は波状を呈したり、小突起がみられる。

また、33、35では口縁上端に沈線が巡っている。 

37、38は平行工具による連続山形文と下端部に横位の沈線が施文されているものである。 

39～41は連弧文が施文されるもので、肥厚部下端を画する文様は認められない。 

42は上半に横位、下半に斜行の沈線、43は上半に斜行、下半に横位の沈線、44は2本の横

位沈線が施文されるものである。 

第56図1～33は地文のみのもの（1～27）および無文のもの（28～33）である。 

地文には斜行縄文のもの（1～25）、撚糸文のもの（26、27）がある。斜行縄文のものでは

原体がＬＲのもの（1～11）、ＲＬのもの（12～25）がある。25 では内面にもわずかに縄文が

施されている。撚糸文施文のものでは26はＬの原体によって肥厚部上半は横位に、下半では縦

位に施されているものである。27は肥厚部は無文であるが、口縁部下半に縦位の撚糸文（Ｌ）

が施文されている。 

28～33は無文（ミガキ）のものである。この中で31は内面に沈線が巡っている。 

Ⅱ．口縁部に肥厚がみられないもの（第57図） 

文様の種類としては沈線を主体とするもののみである。 

1～3は口縁部が波状を呈し、口縁に沿って弧状の平行沈線が巡っている。1では沈線間に不

規則な刺突もみられる。2・3は同一個体と思われる。頚部で強くくびれる壺形に近いと考えら

れる土器で体部にも沈線による文様が施されており、また、口縁上端にも沈線が巡っている。 

4・5は細い沈線によって不定形な文様が描かれている。 

6～8は横位の沈線が施されるものであるが、小片のため文様構成等は明らかでない。 

9～26は地文のみのものである。 

9～19 は頚部でくびれて口縁部が外傾するものである。地文は9～13 が斜行縄文（ＬＲ）、

14～18 が斜行縄文（ＲＬ）、19 が撚糸文（Ｒ）である。18 では縄文は縦位に施されている。

20～26 は体部から屈曲なく口縁部へ至るものである。地文は斜行縄文で、原体は24～26 がＲ

Ｌ、20～23がＬＲである。 

27～30は無文のものであり、口縁部は特に屈曲なく立ち上がる。 

 

《体部》（第58図） 

体部は破片のため文様構成等が不明なものが多い。文様は刺突文もみられるが、数は少なく

全体的には沈線によるものがほとんどである。 

1～4は波状浮線文が施文されるものである。 
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1・2は同一個体と思われる体上部の破片である。肩部に波状浮線文を施しているもので、そ

の上位には1条の横位の沈線、下位には上向き連弧文を配している。 

3・4も同一個体であろう。肩部に波状浮線文を施し、体部に平行沈線による上、下向きの連

弧文を施している。 

5・6は平行沈線間に交互刺突文が施文されているものである。 

7～10 は横位連続刺突文が施されるものである。刺突文は平行沈線間に施されるもの（10）

と、沈線とは組み合わず独立して施されるもの（7～9）がある。 

11～30は沈線で文様が施文されるものである。 

沈線は1 本単位のものと2、3 本単位のものとがあり、描かれる文様は円文（11）、変形楕円

文（12）、山形文（14～16）、波状文（30）、連弧文（19、20）、菱形文（27）等各種があり、

それに平行浮線が組み合うものもある。このように文様の種類としては多様であるが、いずれも部 
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文的な小片で全体の文様は不明である。 

31～45も沈線によって文様が描かれるものであるが、文様が磨消縄文文様となるものである。

それは沈線で文様を描いた後に、縄文を施文するもので充填縄文手法によるものである。 

31は二重の平行沈線による上向き弧線と下向き弧線によって区画された部分に楕円文、円文

が施文されており、その下端は体下半部に施された横位平行沈線によって画される。また、横

位平行沈線下には、上向き連弧文が施され、その連結部に刺突が施文されている。充填縄文手

法は区画内に限られ、以下では用いられない。 

32～35は文様細部にやや相違もあるが、同一個体と思われる。 

36～41も充填縄文手法によって文様が描かれるものであるが、文様は横位、斜行する平行線

による直線的な幾何学的なモチーフのものである。 

42～45は文様というよりは頚部と体部を画すための平行線と思われるものである。 

 

 94



－宮沢遺跡－ 

 

 

《底部》 

底部形態には（ａ）平底のもの、（ｂ）脚付のものがある。 

（ａ） 平底のもの 

第59図1は底部外面に木葉痕がみられケズリが施されるものである。 

第59図2～4は底部外面に斜行縄文（ＬＲ）の後にケズリが施されるものである。 

第59図18・21は底部外面に斜行縄文（ＲＬ）が施されるものである。 

第59図5～17・19・22、第60図1～17・20は底部外面にケズリが施されるものである。 

（ｂ） 脚付のもの 

第60図16は底部外面に径2cm、高さ0.5㎝の脚が付くもので、ケズリの施されている。 

《小形土器》 

底部の丸い小形土器である。内面にナデの痕跡がみられる（第60図17）。 
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(2) 石器 

石器には剥片石器、礫石器、などが出土している。 

剥片石器（第61図） 

剥片石器には、石鏃、石匙、石箆、不定形石器が出土している。 
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石鏃 

1・2 はアメリカ式石鏃である。1 は尖頭部側縁がややふくらみ基部がやや内側に入り込む。

片面は一次剥離面を一部残し調整剥離が加えられている。2 は側縁部がややふくらみ、両面全

体に調整剥離が加えられている。 

3は基部が平基で両側縁がややふくらむ。両面全体に調整剥離が加えられている。 

4 は基部のえぐりのふかい凹状のもので、両側縁がややくぼむ。先端部と基部が欠損してい

る。両面に一次剥離の面を残し、調整剥離が加えられている。 

石匙 

5・6は縦長の剥片を利用したものである。5は下半部が欠損している。背面全体に調整剥離

が加えられているが、一部に一次剥離の面を残している。腹面は片側縁部にだけ調整剥離が加

えられている。6 は先端が平坦なもので側縁がほぼ平行である。背面全体に調整剥離が加えら

れており腹面はつまみ部、片側縁、下端に調整剥離を加えている。 

石箆（7） 

両側縁がややふくらみ、刃部先端が狭くやや丸味がある。背面には全体に調整剥離が加えら

れ、腹面は両側縁に調整剥離が加えられている。 

不定形石器（8） 

縦長の剥片を使用し背面、腹面の両側縁に調整剥離が認められ、一次剥離の面を残すもので

ある。 

礫石器 

磨石（1・2） 

1・2とも自然礫を利用したものであり、1は上下の2面に使用痕（擦痕）がある。2はだ円

形のもので1面に使用痕がある。 

凹石（3・4） 

3・4とも自然礫を利用したものであり3はだ円形で上面（3個）、下面（2個）に凹の使用

痕がある。また上端と下端には、細かい敲打痕がみられる。4はだ円形で、上面（1個）に凹の

使用痕がある。上端と下端が破損している。 
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13．堆積層出土遺物 

(1) 縄文土器 

ＡＫ－5 区を中心とした区域の第Ⅲ層出土遺物については既にのべたように「遺物包含層」

として別にとりあつかった。したがって、ここでは「遺物包含層地区」を除く地区のⅠ～Ⅲ層

の縄文時代の土器についてみていきたい。 

 

イ．縄文時代早期の土器（第62図） 

胎土に繊維を含む土器で、口縁部・体部破片が出土している。 

口縁部（1・2） 

1・2は口縁上端に縄文（Ｒ）の圧痕が施文されるもので、地文は1が外面に縦位縄文（Ｒ）、

内面に条痕が施文されている。2は外面に斜行縄文（Ｒ）、内面に条痕が施文されている。1・

2とも外傾しながら立ち上るものである。 

体部（3～8） 

3は外面に撚糸圧痕が施文され（原体Ｌ）、地文が撚糸文（Ｌ）、内面が不明のものである。

4～5は外面に斜行縄文（ＬＲ）、内面に条痕文が施文されているものである。6・7は外面に縄 

 

文（Ｒ）、内面に条痕が施文されているものである。8 は外面に縄文（原体不明）で内面に条

痕が施文されるものである。 

 

ロ．縄文時代晩期の土器 

《口縁部》 

器形は壺、浅鉢、深鉢形土器の三種類がある。 

〈壺形土器〉（第63図1） 

図示できたものは1点だけである。口縁部がほぼ直立する器形で、口縁部上半に平行浮線文 
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が施文されている。口縁上端には刻目が、内面には沈線がみられる。 

〈浅鉢形土器〉（第63図2～16） 

口縁部形態によって3種類に分かれる。 

1）口縁部が外傾し突起がつくもの（2～7） 

突起は山形を呈し、頂部に刻みが入って二分されている。頚部がくびれ、肩部は内弯する。

文様帯は肩部にみられ、4は工字状文4が、他は工字状文6が施文されている。 

2）口縁部が外傾し突起がつかないもの（8～11）。 

工字状文が施文されるもの（8・9・11）と一条の沈線文が施文されるもの（10）とがある。

前者は11に工字状文10がみられるが、8・9はいずれか判明しない。 

3）口縁部が内弯するもの（12～16） 

口縁端部が屈曲して内面に稜を形成するものと、屈曲のみられないものとがある。前者には

口縁部に工字状文がみられ、12～14には工字状文6が、15には工字状文10が施文されている。 

〈深鉢形土器〉 

頚部はくびれるもの（第63図17～20、第64図）と、くびれずに口縁部まで立ち上がるもの

（第65図）とがある。前者には小波状口縁と平口縁とがあり、平口縁には山形突起のつくもの

もある。口縁部は無文で、体部に斜行縄文(ＬＲ、ＲＬ)が施されている。後者は口縁部まで斜

行縄文（ＬＲ、ＲＬ）がみられる。 

《口縁部突起》（66図24・25） 

山形を呈する口縁部突起には、その頂部をさらに肥大させて装飾を付すものがある。いずれ

も平面形はだ円形で、上面あるいは側面に同心円の沈線が描かれている。 

《体部》（第66図1～9） 

壺、浅鉢形土器の文様が施文されているものを取り扱う。その他の破片と深鉢形土器につい

ては破片集計を行なった。 

1・2は壺形土器である。肩部に工字状文6・12が施文されている。 

3～9は浅鉢形土器である。3は工字状文3が、4～6は工字状文6が、7は工字状文8が施文

され、8・9は工字状文と思われるがその種類は不明である。3と8には沈線内に丹塗りの痕跡

が認められる。 

《底部》（第66図10～23） 

底部形態には平底と台付とがある。平底は、底面に木葉痕や網代痕のみられるものもあるが

ケズリ調整されているものが多い。台付は台部の破片であり、平行沈線文が施文されている。 

なお底部では縄文土器と弥生土器との識別が困難なため、両者を一括してここで取り扱った。 
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(2) 弥生土器 

ＤＨ160 区ＤＰ165 区を中心とした区域出土の弥生土器については「遺物包含層」出土遺物

として別にとりあつかった。ここでは「遺物包含層」地区を除く堆積層について述べる。 

堆積層出土の弥生土器は、すべて破片である。したがって以下においては、部位ごとに、文

様のある程度判明するものについて、細部器形、文様の有無、文様の種類等の違いによって記

述を行う。ただし、それらの多くは「遺物包含層」出土土器と特徴を同じくしているので、遺

物包含層において認められなかったものを中心に述べることとする。 

 

〈口縁部〉 

1）口縁部が肥厚するもの（第67図） 

1～6は交互刺突文の施されるものである。交互刺突文は肥厚部下端をめぐり、肥厚部には平

行沈線（横位、弧状）が施されるものと地文のみのものがある。 

7、8は横位連続刺突文が、肥厚部下端に施されている。7は肥厚部に横走する撚糸圧痕文が

施されている。 

9～11 は指頭状押圧文が施されているものである。9・10 では肥厚部に地文のみが施されて

いる。11は平行沈線が走り、その間に不規則な刺突が加えられている。 

12～19 は沈線によって文様が描かれている。12～14 は同一個体で、波状口縁を呈し、波頂

部は二分する。また、口縁上端にも縄文が施されている。19は平行沈線によって連弧文が描か

れるものである。 

20～33 は地文のみが施されるものである。33 は施文方向を違えて、肥厚部と肥厚部以下に

施文されている。また、口縁上端に施されるものもある。 

2）口縁部肥厚がみられないもの（第68図） 

1 は横位の連続刺突文が施されるものである。小片で口縁形態が明確ではないためこの項で

扱ったが、口縁肥厚部下端に施されるものかもしれない。 

2～8は円形の刺突が巡っている。施文部位は頚部に巡ると理解されるもの（6～8）と、口縁

部上位のもの（2～5）とがある。前者の場合は刺突文部分を境としてわずかに屈曲がみられる。

2・4は刺突文にそって細い山形沈線が施されている。また、刺突文以外の施文は撚糸文のみの

もの（6）、撚糸文に更に撚糸圧痕文を加えるもの（7・8）、縄文のみのもの（2）などがある。 

10は口縁上部に弧形の連続刺突文が巡るもの、9は口縁上端に斜位の連続刺突文が巡り、内

面にも沈線が巡るものである。2～10はいずれも包含層中には認められないものである。 

11～20は沈線によって文様が描かれるものである。沈線は鋭い工具によるもの（11・12）と 
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鈍い工具によるものとがある。 

11・12は先端の鋭い一本工具によって、三本単位の下向き連弧文が描かれ、弧の連結部は縦

の沈線によって区切られているもので小形の鉢形土器と思われる。連弧文は上下を平行沈線に

よって画され、11によると複数列巡らされる。この類も包含層からは出土していない。 

13～20 は鈍い工具による沈線によって文様が描かれるものである。このうち13 は口縁部に

小突起を有する小形の深鉢形土器で、文様意匠等において他の土器とは明らかに異なる。口縁

部に磨消帯を有し、その下限を平行沈線によって区画して文様帯としているもので、文様は波

状文と波頂部下の空白部に更に沈線を補っている。 

20は口縁上部にも沈線が巡り、それにそって不規則な刺突が施されている。 

21は撚糸圧痕文によって文様が描かれている。2条1単位として口縁部に山形文、頚部に横

位平行に施されている。 

22～47は地文のみが施されたもの又は無文のものである。地文には縄文のものと、撚糸文の

ものとがあり、撚糸文のものでは斜行撚糸文を交叉させているもの（38～42）がある。 

無文のものでは頚部でわずかにくびれるもの（43～45）と、屈曲のみられないもの（46・47）

がある。前者では以下に沈線文（43）や縄文（44・45）が施されており、後者でも47では体部

にわずかに縄文が認められる。 

〈体部〉（第69図） 

体部片における文様としては浮線波状文、交互刺突文、横位連続刺突文等の刺突文や浮線文

様がある。ただし交互刺突文や横位連続刺突文の多くは口縁肥厚部近くの破片であり、また、

浮線波状文は肩部にあって、体部文様帯の上半を画すものであり、沈線文様と組み合うと考え

られる。その文様的特徴は包含層出土のものと共通している。ただし、沈線文様には工具の違

いが認められるものがある。 
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23・24は鋭い工具によって文様が描かれるもので、包含層中には認められなかったものであ

る。小片のため文様構成は明確でないが、同心円文や渦文が描かれているものと思われる。 

1～22・25～56 は鈍い工具によるもので、沈線のみによる文様と、さらに磨消縄文文様とし

ているものがあり、それらの文様の種類は包含層出土土器と同じである。 

57～74は地文のみが認められるものである。 

 

(3) 土師器 

土師器には坏、高台付坏、高坏、甕、埦などの器種がある。以下順を追って述べる 

〈坏〉（第70図1～14） 坏には製作に際しロクロを使用していないもの（1～9）と使用し

ているもの（10～14）とがある。なお、8・9については、器形、調整などの特徴が他の土師器

とやや異なるものであるが、胎土、色調など類似する面もあり、ここでは一応土師器として説

明を加えた。 

ロクロを使用していないものには、底部の形態が丸底であるもの（1～5）と平底であるもの

（6～9）とがある。いずれも体部から口縁部にかけて外傾する。丸底のものは体部の中央ない

し底部近くに段が巡るもの（1～3）と沈線が巡るもの（4・5）がある。器面調整は外面では段

ないし沈線から下はいずれもヘラケズリされているが、上は3・4が横ナデ、1・2・5がヘラミ

ガキされている。内面はいずれもヘラミガキ・黒色処理されている。平底のものは体部に段が

巡るもの（6）と沈線が巡るもの（7）、段、沈線が巡らないもの（8・9）がある。器面調整は、

6 は外面の段から上が横ナデ、下がヘラケズリされており、内面は横ナデ・黒色処理されてい

る。7 は磨滅のため明確ではなくわずかに沈線から下にヘラケズリ、内面にヘラミガキが認め

られる。8・9は内外面とも横ナデが施されており、さらに9ではわずかに体部外面にヘラケズ

リの痕跡がみられる。 

ロクロ使用のものは底部切り離し技法が回転糸切りによるもの（10・11）と、体部下端から

底部全面に手持ちヘラケズリの再調整が加えられているため不明なもの（12）との2種類があ

る。13・14は磨滅や欠損のため切り離しが不明である。器形は体部から口縁部にかけて丸味を

持って外傾するものや直線的に外傾するものなどがある。内面はいずれもヘラミガキ・黒色処

理が施されている。 

〈高台付坏〉（第70 図 15・16） ともに体部上半が欠損している。底部切り離しは回転糸

切りによるもので、内面にはヘラミガキ・黒色処理が施されている。 

〈高坏〉（第70 図 17） 坏部の下端から脚部にかけて残存する。脚部は短い。器面は磨滅

が著しく調整は明瞭ではないが、脚部にヘラケズリ、坏部内面にはヘラミガキ・黒色処理が施

されている。 
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〈埦〉（第70 図 18） 口縁部は直立し、体部はやや丸味を持って外傾する。底部は平底で

ある。口縁部と体部の境にかすかな段がみられるが明瞭ではない。器面調整は内外面にヘラミ

ガキが施され、内面全面と外面の一部が黒色処理されている。 

〈甕〉（第71図、第72図） 製作にロクロを使用しないものと使用するものとがある。前者 
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は全体形が判明しないものが多いが、3種類の器形があると推定される。第70図1・3は器高

が口径より大きい長胴形と思われる。口縁部は外反して頚部に軽い段がつき、体部上半はほぼ

直立する。2・4・5 は口径が器高より大きい鉢形と思われる。口縁部は外反し、頚部に軽い段

がつくものもある。体部上半はふくらみをもつものと直線的なものとがある。6・7は体部が球

形を呈する。口縁部は外反し。頚部に段がつく。7 の底部は下方に突き出しており、揚底風で

木葉痕がみられる。器面調整は口縁部に内外面とも横ナデ、体部は外面にヘラケズリ（1・3・4）、

刷毛目（2・7）、内面にヘラナデ（1・3・4・5・7）、ヘラミガキ（6）が施されている。なお

6は内外面とも丹塗りされている。 

後者は長胴形を呈するものが多い。第72図4は鉢形とも見えるが、破片のため明確でない。

内外面ともロクロ調整されているが、第71図8、第72図1・2・5は体部下半にヘラケズリが

加えられている。6は底部破片である。静止糸切り痕を残している。 

 

(4) 須恵器 

〈坏〉（第73図、第74図1～8） 坏には底部の切り離しがヘラ切りによるもので再調整の

ないもの(第73図1～5)、回転糸りによるもので再調整のないもの(第73図6～17)、静止糸切

りによるもので、体部下端から底部周縁に回転ヘラケズリの再調整が加えられているもの（第

73図18）のほか、体部下端から底部全面に回転ヘラケズリや手持ちヘラケズリの再調整が加え

られているため底部切り離しが不明なもの（第73図19、第74図1～7）などがある。大まかな

器形の特徴としてヘラキリのもの、再調整のため切り離しが不明なものは体部から口縁部にか

けてほぼ直線的に外傾する。回転糸切りのものは体部から口縁部にかけて直線的に外傾するも

のや丸味を持って外傾するものがあり、なかに口縁端部が外反ぎみになるものもみられる。静

止糸切りのものは口縁部が欠損しているため明らかではない。他に底部が欠損しているため不

明のものがある（第74 図 8）。体部から口縁部にかけては短く、丸味を持って外傾しており、

体部下端には回転ヘラケズリの再調整がみられる。 

〈高台付坏〉（第74図9～12） 大形のもの（11）と、小形のもの（9・10・12）とがある。

大形のものは台部が欠損している。体部から口縁部にかけて直線的に外傾するもので、底部は

全面に回転ヘラケズリされている。小形のもののうち9・10は体部および口縁部が失われてい

る。10は体部下端から底面に、9は底面に回転ヘラケズリが加えられている。12は底部を欠く

もので、体部は外傾し口縁部でやや外反ぎみになる。 

〈高坏〉（第74 図 13） 坏部の体部破片と思われるものである。器形は不明である。体部

は内弯ぎみに外傾しており外面の中央には一本の稜が巡っている。 

〈甕〉（第75図2） 体部下半のみ残存したもので、全体の器形は不明である。体部外面に 
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は刷毛目、ヘラケズリ、内面には刷毛目、ナデの調整がみられる。 

〈鉢〉（第75図1） 底部が失われている。体部は直線的に立ち上がり、口縁部において幾

分外方に折れ曲がる。その際、口縁部の器厚は体部に比してやや薄くなる。外面にはロクロ調

整痕が明瞭にみられ、内面は一部にナデ調整されている。 

〈壼〉（第75図3～5） いずれも口縁部あるいは体部上半を欠いており、完形ではない。4・

5 はやや小形のもので、ともに高台がつくが5 はその台部が失われている。内外面ともロクロ

調整されており、このうち4 の外面、体部下端には回転ヘラケズリが加えられている。3 は底

部近くの部分である。4・5に比べるとやや大形のものである。高台が付せられており、体部外

面には回転ヘラケズリ、内面にはロクロ調整痕がみられる。 

〈蓋〉（第76図1～13） 完形のものは3点である。このうち2はつまみの中央部と周縁部

が同じ高さのもので、体部から口縁部にかけては直線的にのびる。8・9はともにつまみの中 
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央部が周縁部より低いもので、体部から口縁部にかけては直線的にのびるが、8 は口縁部で外

反ぎみになる。口縁端部はともに下方に折れ曲る。8 の天井部には回転ヘラケズリの再調整が

加えられている。 
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他はすべて破片である。つまみのあるものについてみると、つまみの中央部が周縁部より高

いもの（1）と両者がほぼ同じ高さないし中央部が低くなるもの（3～7）とがある。10～12 は

つまみを欠いているものである。体部から口縁部にかけてほぼ直線的にのびるもので、うち

10・11は口縁部で外反ぎみになる。いずれも口縁端部が下方に折れ曲る。10の体部外面には回

転ヘラケズリの再調整が加えられている。13は天井部に稜がつくものである。器形に不明な点

も残るが一応蓋に含めた。 

 

(5) 赤焼土器 

〈坏〉（第76図14～16） 14・15は口縁部を欠いているもので、体部はほほ直線的に外傾

する。16 は 14・15 よりやや小形のもので、体部が内弯ぎみに外傾し、口縁部ではわずかに外

反する。いずれも底部には回転糸切り痕を残す。 

 

(6) 施釉陶器 

灰釉陶器（第76 図 17・18） 破片のため器形は明らかでないが、ともに双耳瓶の耳の破片

である。須恵器に比し、胎土は良好で、断面は暗灰色を示す。 

緑釉陶器（第76 図 19） 高台付坏の破片である。高台は取り付けられたものである。内外

面には緑釉が施されている。胎土は暗灰色で、焼成はかたい。 

 

(7) 中世陶器（第77図） 

1～3は擂鉢の口縁部破片で、うち1は片口が付くものである。1・2の内面には4～5本単位

の筋目がみられる。4・5 は甕の底部破片である。4 は内外面とも横方向のナデ、5 は外面に軽

いケズリ、内面にオサエの痕跡がみられる。 

 

(8) 瓦 

すべて破片である。種類には軒平瓦、軽丸瓦、平瓦、丸瓦がある。 

軒平瓦（第 79 図 1・4） 1 は瓦当面と顎の一部分を残す破片である。文様は瓦当面に箆描

きによる二重の波状文が描かれており、顎には平行叩きの後に箆描きによる幅の広い山形文が

見られる。凹面は剥落している。4 は軒平瓦の瓦当面が欠落したもので、顎と平瓦部の接合部

分が残っているのみで、文様は不明である。凹面に布目痕がある。 

軒丸瓦（第 79 図 2・3） 2 は軒丸瓦の周縁の破片である。外側に珠文が配され、その内側

に鋸鑡文がある。3は同じく瓦当面の破片であるが、欠損しており文様は不明である。 

平瓦（第78・79図） 平瓦には凸面が平行叩き目のもの(第79図9・12～14)、平行叩き目の 
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後スリ消されているもの（第 79 図 5）、縄叩き目のもの（第 79 図 6～9・10・11・15、第 80

図1・3）、縄叩き目の後スリ消されているもの（第80図2）がある。凹面にはいずれも布目痕

がある。 

丸瓦（第80図） 丸瓦には凸面が平行叩き目の後スリ消されているもの(第80図1～3)、縄

叩き目のもの(第80図4)、全面スリ消されているもの(第80図5・6)、がある。凹面にはいず

れも布目痕がある。 
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(9) 石器 

石器には剥片石器、礫石器などが出土している。 

〈剥片石器〉（第81図） 

剥片石器には、石鏃、石匙、石錐、石箆、不定形石器が出土している。 

石鏃（1・2） 

1 は無茎のもので、基部は中央にえぐりを入れて凹状にしている。尖頭部両側縁が、わずか

にふくらみをもつ。先端部をわずかに欠損している。両面とも全面に調整剥離が加えられてい

る。 

2 は有茎でえぐりが浅く、基部が「Ｙ」字状を呈する。尖頭部両側縁がややふくらむ。両面

とも全面に調整剥離が加えられている。 

石匙（3～10） 

すべて縦長の石匙である。 

3は両側縁にふくらみをもち、つまみの端部と刃部先端が欠損している。 

背面は一次剥離の面を一部残し、調整剥離が加えられている。腹面は一次剥離面を残し、つ

まみ部分に調整剥離が加えられている。 

4は刃部先端が尖頭状で、両側縁が片面調整である。 

5 は刃部先端が丸味をおび、両側縁が両面調整で先端が片面調整である。つまみの端部に自

然面がのこる。 

7 は側縁部が平行なもので、刃部先端が平坦なものである。背面は一次剥離の面を先端に一

部残し、調整剥離が加えられている。腹面は一次剥離面を残し、つまみ部と側縁に調整がされ

ている。 

8 はつまみ部と先端を欠く。両面ともに一次剥離面を残し、両面の側縁部に調整が加えられ

ている。 

9 は側縁部が先端で広がり、刃部先端が平坦なものである。背面は一次剥離面を一部残して

調整剥離が加えられている。腹面は一次剥離面を残し、つまみ部と側縁が調整されている。 

6・10 は刃部先端が平坦で幅のせまいものである。いずれも背面は全体にていねいな調整剥

離が加えられている。腹面はつまみ部と側縁が調整されている。 

石錐（11） 

つまみ部から錐部に急角度で移行する。つまみ部と錐部には両面ともていねいな調整剥離が

加えられている。錐部の断面は菱形である。 

石箆（12・13） 

12・13は側縁部が先端で広がり、刃部先端が丸味をもつ。13は両面に一次剥離面を残して周 
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縁にていねいな調整剥離が加えられている。12は両面に一次剥離面を残しており、背面は側縁

の片側に調整剥離が加えられ、腹面には周縁に調整剥離がみられる。 

不定形石器（14・15） 

いずれも縦長の剥片を利用したものである。 

14は両面に一次剥離面を残し、周縁部に調整剥離が加えられている。背面には一部自然面が

残っている。 
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15は先端が尖頭状である。背面全体に調整剥離が加えられ、特に尖頭部側縁に細い剥離が加

えられている。腹面は一次剥離面を残し、両側縁に調整剥離がみられる。 

〈礫石器〉（第82図） 

礫石器は凹石、磨石、石皿が出土している。 

凹石（1） 

円礫を使用したものである。断面かだ円形で、上、下面に浅い凹がある。上・下面には、研

磨面、上端に敲打痕がある。 

磨石（2・3） 

2は上・下面に磨面があり、3は右側面に磨面、上端に敲打痕がある。 

石皿（4～9） 

6点出土している。周縁部から底部の破片である。 

4～7は縁の立ち上がりが明瞭で、断面が三角形のものである。4は底面中央が凹み、下面に

「Ｖ」字状の凹部がある。5・6は底面の中央が高く、周囲が凹んでいる。 

8は縁の立ち上がりが明瞭でなく、底面中央がやや凹んでいる。 

9は縁の立ち上がりはあるが、上端部は欠損している。足が付く。 

 

(10) 砥石（第83図、第84図） 

砥石には平面形が長方形のものと形態が整わないものとがある。両者とも薄手で板状のもの

と厚手で棒状のものがある。使用面は1面のものから4面のものまであり、表面には研磨の際

の擦痕がみられる。なおこのなかに穿孔されたものが1点ある。 

 

(11) 土製紡錘車（第85図1～3） 

2、3は一部欠損している。1は径4.5㎝、厚さ2.3㎝、2は径5.3cm、厚さ0.9㎝でヘラケ

ズリが施されている。3は径6㎝、厚さ1.3㎝で上下面に刺突が施されている。 

 

(12) 土製勾玉（第85図4） 

長さ4.2㎝のものである。断面形はほぼ円形で最大径は1.0㎝である。頭部の内側には三本

の線刻がみられる。 

 

(13) 鉄鏃（第85図6・7） 

ともに有茎式鉄鏃である。身は扁平な三角形を呈している。長さ・幅は6 が 9.7cm・3.6cm、

7が15.2㎝・2.8㎝である。 
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(14) 鉄斧（第85図8） 

銎部と刃部からなる有肩のものである。長さ 9.0cm、刃幅 5.0cm、肩幅 4.0cm であり、銎部

は袋状になっている。 
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(15) 金銅製金具（第85図5） 

銅を金箔で包んだもので環と環台からなる。環台は削り仕上げされており、切子頭環台と称

されるものである。環は長軸4.3㎝、短軸3.5㎝のだ円形で環台とは固定されていない。環台

は一辺が1.7㎝の正方形で、厚さは1.1㎝である。 

 

(16) 和鏡（第85図9） 

松枝双鳥鏡である。径6.0㎝、厚さ0.6㎝のものである。 

 

(17) 古銭（第85図10～13） 

洪武通宝1枚、永楽通宝2枚、寛永通宝2枚が出土している。 
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長 者 原 地 区 

Ａ．地形と現状 

長者原地区は宮沢遺跡北辺の西寄りの部分にあたり、愛宕山地区からは以下に述べる低湿地

を挾んで北向いになっている。遺跡の北部中央から西にかけては標高57.4ｍの糠塚山を最高所

とする小丘陵がある。この丘陵は西へ尾根状にのび高度を減じながら沖積低地に没している。

また、丘陵の南側では西から東へかけて沢状の低湿地が入り込んでいる。本地区はこのなかで

丘陵の西端から低湿地にかけての部分に位置している。 

地区内の地形は中央から東にかけては起伏のない緩やかな斜面になっており、西側は低平な

湿地帯になっている。本地区の西側から南側にかけては、かつては丘陵地帯であったと思われ

るが現状は開田のため削平されている。一部に地形の高まりがみられるのはその名残りである。

標高は地区の東端で約34ｍ、湿地部分で約25ｍ、やや高まった部分で約27ｍである。現状は

斜面部分では大半が雑木林、湿地部分およびやや高まった部分では荒地となっている。 

Ｂ．調査方法と経過 

調査は東北自動車道路線敷内の9,500㎡を対象として行なった。 

イ．調査の方法 

地区設定 航空測量用の標定点Ａ（国家座標Ｘ－152.58・Ｙ＋10.40）、Ｂ（国家座標Ｘ－

152.64・Ｙ＋10.40）を結ぶ線を南北の基準線とし、原点Ｂで直交する線を東西の基準線として

対象区全体に 3ｍ単位の方眼を組んだ。地区名は愛宕山地区の延長として用い、原点Ｂの南側

を100とし東側をＥＡと付した。 

発掘の方法：発掘に際し、層位を検討するために必要に応じて任意にベルトを残し、他は全

面その間を遺構面まで掘り下げた。 

実測図の作成：実測図は地形測量図、遺構実測図（平面図・断面図）、遺構配図を作成した。 

（地形測量図）発掘前の空中写真測量によって作成し、縮尺は1/100とした。地形図の中には土

塁状遺構・溝などの図化も行なった。 

（遺構実測図）第2築地･掘立柱建物跡･杭列・土壙の平面図は遣り方測量によって、第1築地･

土塁･溝は航空測量によって行ない、各平面図にレベルを記入した。必要に応じて断面図を作成

した。縮尺は第2築地・掘立柱建物跡・杭列は1/20、第1築地・土塁・溝は1/100とした。 

（遺構配図）航空写真測量によって図化を行ない、遺構の配置と確認面における等高線を記入

した。細部については補足測量によって修正を加えている。 
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ロ．調査の経過 

昭和51年4月12日に調査を開始した。伐採、現状写真撮影の後に、調査区北側の丘陵斜面

にトレンチを設定した。遺構確認は高まりの残っている第1土塁・第2土塁とわずかに窪んで

いる第1溝・第4溝・第2溝・第5溝の順で行なった。その結果、第1土塁・第2土塁が築地

であり、第2築地の東端部には南北に張り出す部分が確認された。さらに第2築地の北側に埋

まり切っていた第3溝を新たに検出した。この時点で調査区南半の丘陵斜面と湿地部分の確認

に入った。丘陵斜面では、焼土遺構（1基）と土壙（1基）が検出された。湿地部分では杭列が

検出された。 

5月中旬で遺構確認をほぼ終了し、第1築地と杭列・第2築地・4号構・5号構・1号構・3

号構・2号構の順で精査を行なった。 

6 月中旬で各遺構の掘り上げをほぼ完了し実測図・写真撮影に入った。全体の実測について

は7月上旬に航空測量を行なった。7月上旬～下旬にかけては第1築地と杭列の関係、第2築

地と掘立柱建物跡の関係について精査を行なった。最終的には、築地2本、杭列1列、溝6本、

掘立柱建物跡2棟の遺構を検出した。8月28日には現地説明会を開催し、9月11日に調査を終

了した。 

Ｃ．基本層位 

堆積層は第Ⅰから第Ⅵまで大きく6枚の層に分けられた。主な分布状況は第Ⅰ、Ⅴ層が調査

区のほぼ全域、第Ⅱ～Ⅳ層と第Ⅵ層は調査区西側の湿地部分に堆積している。 

第Ⅰ層は暗褐色ないし黒褐色のシルト層で、これは表土・耕作土である。層の厚さは10～50

㎝で全体にわたり耕作や草木根の攪乱を受けている。層中から縄文、弥生、奈良、平安時代の

遺物のほか、中世や近世以降の遺物等も混在して出土している。 

第Ⅱ層は黒褐色のシルト層で土性は幾分粘性を帯びている。層の厚さは 20～30 ㎝である。

層中から縄文、弥生、奈良、平安時代の遺物が出土している。 

第Ⅲ層は灰白色のシルト層で粒子が細く、サラサラしている。層の厚さは10～15㎝である。

遺物は出土していない。 

第Ⅳ層は黒褐色のシルト層で、全体に粘性が強い。層の厚さは約 10 ㎝である。出土遺物は

ない。 

第Ⅴ層は黒色ないし黒褐色のシルト層である。東側の斜面部分に比して西側の湿地部分では

粘性が強い。また、湿地部分で、冠水したと思われる箇所には層の上面に砂の堆積がみられる。

層の厚さは10～30cmである。築地、溝等の遺構はこの層の上面で検出されている。層中から遺

物は出土していない。
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第Ⅵ層は黒色、灰黄褐色、褐灰色のシルト層で、部分的に褐灰色の砂も含んでいる。これら

はかなり水による影響を受けたと思われるもので、全体に複雑な層相を呈している。層の厚さ

は20～40㎝であるが、水の流路となった部分では溝状に浸食されており層の厚さは1ｍ近くに

なる。層中から遺物は出土していない。 

 133



－宮沢遺跡－ 

Ｄ．発見された遺構と遺物 

1．築地 

築地は2本検出された。両築地とも遺跡の北辺を巡るもので、並行しながらほぼ東西方向に

のびる。このうち南側（以下内側とする）の築地を｢第1築地｣、北側（同外側）の築地を｢第2

築地｣と呼称する。 

第1築地（第88・89図） 

東側の斜面部分と西端のやや高まった部分で認められた。湿地部分では巡らない。構築面は

第Ⅴ層上面である。規模は基底幅が約2.1ｍ、本体の高さが最も残りのよい部分で1.1ｍである。 

築地本体は版築によるもので黄褐色のシルトと黒褐色のシルトを2～10㎝の厚さで交互に積

み重ねている。版築に際しては事前に厚さ20㎝ほどの積み土を行なっている部分と直接第Ⅴ層

上面に行なっている部分とがある。本体の積み手の違いは認められなかった。なお築地全体に

わたり、本体および基底部の両側には築地崩壊土が堆積していた。 

基底部の両端において、寄柱穴と考えられた平面楕円形の柱穴が本体と並行しながらほぼ一

直線に並んでいる。柱穴の規模は軸長20～60㎝でなかに柱痕跡の認められたものもいくつかあ

る。柱間隔は一定ではなく、また、築地本体をはさんで対になる関係の柱穴は一部のものに限

られている。 

築地に伴う遺物はない。 

第2築地（第89図） 

第1築地の外側を並行してのびるもので、両者間の距離は心々で約13ｍである。発掘区両端

付近では、開田のため削られている。構築面は第Ⅴ層上面である。規模は基底幅が約 2.5ｍ、

残存高は保存のよい部分で約0.3ｍである。 

築地本体は版築によるもので黄褐色のシルトと黒褐色のシルトを 2～8 ㎝の厚さで交互に積

み重ねており、直接第Ⅴ層上面に積まれている。本体の積み手の違いは確認されなかった。本

体および基底部の両側には築地の崩壊土が堆積している。 

基底部の両端から寄柱穴と考えられた柱穴列が検出されている。柱穴は平面形が楕円形で軸

長20～40㎝、深さは10～40㎝である。これらはほぼ同一線上に並ぶが、柱間隔は一定ではな

く、築地本体をはさんで対になるものは少なかった。 

築地の調査区内東端、ＥＯ－84区において本体の両側に弧を描くように張り出す平坦面があ

る。最大幅は築地の外側で約2.3ｍ、内側で約1.6ｍとなっており、外側において顕著である。

外側ではまた本体の構築後なされたとみられる整地層が確認された。整地層は第Ⅴ層上面に積ま

れたもので外側の平坦面のほぼ全面にみられる。厚さは20～30cmである。この平坦面からは築 

 134



－宮沢遺跡－ 

 

 135



－宮沢遺跡－ 

 

 136



－宮沢遺跡－ 

地本体をまたぐ掘立柱建物跡が検出されている。 

築地に伴う遺物はない。 

 

2．杭列 

杭列は湿地部分で検出された。計 88 本の杭がほぼ直線的に並んでおり、その両端は第 1 築

地の消滅する部分に接している。長さは19.7ｍである。杭列には掘り方がないことから、打ち

込まれたものとみられる。方向は第1 築地と一致しており、延長線は築地中心線の1ｍほど外

側（北側）になる。 

杭は直径約 15 ㎝の丸太材で、先端を削って尖らせているほかは加工痕は認められない。杭

の上部は失われており本来の長さは不明であるが、現存長では長いもので 1.3ｍ、短いもので

0.4ｍである。杭の上端は第Ⅴ層より僅かに出ている状態で（8～20㎝）、それらを水性堆積し

た砂層が覆っている。なお、杭列の東端では、砂層が堆積する以前に第1築地の崩壊土が杭の

上端を覆っている。杭の先端（下端）は地山に食い込むものが若干みられるが、大半は地山面

に達していない。杭と杭との間は接触していたり離れていたりしており、その配列は一定して

いない。 
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3．土塁 

第1築地と第2築地との間にありこれらとほぼ並行し

ている。築地との距離は心々で第 1 築地と約 6ｍ、第 2

築地と約7ｍとなっている。両側には溝（第3・4溝）が

ある。規模は基底幅約3.3ｍ、残存高は約0.7ｍである。 

構築に際しては第Ⅴ層上面および地山を削り出して基

底部を形成し、その上面に積み土を施している。積み土

は黄褐色シルトや黒褐色シルトなどからなっており厚さ

5～20cmの単位で積まれている。なお、ＥＬ－87区周辺

では積み上が認められなかったが、第4構内に土塁崩壊

土とみられる堆積層があることから本来は積み土が行な

われていたものと推定される。 

土塁に伴う遺物はない。 
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4．溝 

計6本の溝が検出された。すべて築地、土塁とほぼ並行するものである。これらについては

北側から順に序数を付している。 

第1溝（第94図） 

第2築地の北側にあり、最も外側を巡る溝で第Ⅴ層上面から確認された。第2築地との距離

は心々で約66ｍである。発掘区西端では開田によりこわされている。断面形は逆台形で、規模 
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は上端幅5.0～6.5ｍ、下端幅1.5～2.5ｍ、深さ約1.5ｍとなっている。壁、床面ともしっかり

している。堆積土は褐色、黒褐色、褐灰色、明褐灰色のシルト層などからなっている。 

出土遺物は堆積土中から須恵器の破片が出土している。 

第2溝（第94図） 

第 2 築地の北側にある溝で第Ⅴ層上面から確認された。第 2 築地からの距離は心々で約 18

ｍである。開田のため発掘区の西端ではこわされている。断面形は逆台形で規模は上端幅 5.0

～6.0ｍ、下端幅1.0～2.0ｍ、深さは約1.7ｍである。壁、底面ともしっかりしている。堆積土

は大まかにみると溝の上位から中位にかけては黒褐色や暗褐色シルトが主体をなすのに対し、

下位から底面にかけては灰黄褐色の砂質シルト層がみられる。 

遺物は、堆積土中から土師器、須恵器の破片が出土している。 

第3溝（第89図） 

第 2 築地の外側にある溝で、築地に沿っている。確認面は第Ⅴ層上面である。西端は第1・

第2溝と同じく開田によってこわされている。規模は上端幅4.0～5.0ｍ、下端幅1.0～2.0ｍ、

深さは約0.9ｍである。前述した第2 築地の東端、基底部平坦面が張り出す部分においては、

溝もそれに沿って弧を描いて巡る。壁、底面ともしっかりしている。堆積土は上位から中位に

かけては暗褐色や黒褐色のシルト層が主体をなす。また、下位においては灰黄褐色シルト、下

端では暗褐色の砂がほぼ水平に堆積している。その他築地側の壁際からは、築地の崩壊土と思

われる地山質の褐色シルト層が認められる。 

遺物は、堆積土中から土師器、須恵器、瓦が出土している。図示できた土器は、須恵器1点 
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で瓦については拓本に示した。 

須恵器 

短頚壺（第96図1） 口縁部を欠いている。高台がつくもので、体部上位がふくらむ卵形を 
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示しており、外面にはヘラケズリ、内面には刷毛目の調整痕を残す。 

瓦（第96図） 

丸瓦の破片が2点である。両者とも凸面は全面にスリ削が加えられており凸面は布目痕を残

している。 

第4溝（第94図） 

第 2 築地の内側に沿って走る溝で、第Ⅴ層上面から掘り込まれている。断面形は逆台形で、

規模は上端幅4.0～4.5ｍ、下端幅0.6～1.5ｍ、深さが約1.2ｍである。壁、底面ともしっかり

している。堆積土は全体として暗褐色や黒褐色のシルト層が主体を占めるが、他に灰黄褐色の

シルト、黒褐色の砂などの堆積もみられる。また、築地側にあたる北壁の上半には築地の崩壊

土が堆積していた。 

遺物は、堆積土中から土師器、須恵器、砥石が出土している。このうち土師器、須恵器につ

いては小片のため図化できなかった。 

砥石（第96図3） 

平面形は台形を示し、断面は長方形である。各面とも面取りされており、自然面を残さない。

使用面は両端を除く4面である。 

第5溝（第93図） 

第1築地と土塁との間を走る溝で第Ⅴ層から掘り込まれている。断面形はほぼ逆台形で、規

模は上端幅約4.0ｍ、下端幅約2.8ｍ、深さ約1.0ｍとなっている。なお、ＥＨ－90区付近では

土塁の積み土が溝の北壁にまで達しているため、この部分の上端幅は実際の掘り方よりも 2ｍ

ほど狭くなっている。堆積土は暗褐色や黒褐色のシルト層が主体をなすが、溝の中位には灰黄

褐色シルト、壁際には築地や土塁の崩壊土が堆積している。 

遺物は、堆積土中から土師器が出土している。図化できたものは次の一点である。 

土師器 

坏（第96図2） 製作に際しロクロを使用しているもので、底部切り離しは回転糸切りによ

る。内面はヘラミガキ、黒色処理されている。 

第6溝（第95図） 

第1築地の内側に沿って走る溝であるが、ＥＣ－94区付近で消滅しており、それ以西には認

められない。第Ⅴ層上面から掘り込まれている。断面形は逆台形で、規模は上端幅5.0～6.0ｍ、

下端幅2.0～3.5ｍ、深さ約0.8ｍである。壁、底面は凹凸が激しく規則的ではない。堆積土は

黒褐色のシルトや砂からなっている。 

出土遺物は堆積土中から土師器、須恵器の破片が出土している。 
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5．掘立柱建物跡 

第2築地の張り出し部（｢第2築地｣の項）において、掘立柱建物跡が検出されている。新旧

2時期のものが重複しており新しい方を第1建物跡、古い方を第2建物跡とした。このほかに

平坦面および第4溝の壁から底面にかけて、柱掘り方と考えられるピットがいくつか検出され

ているが、現在のところ組み合うものがない。以下の説明ではこれらは建物跡の次に「その他

のピット」として一括して扱う。なお、柱掘り方には、完掘しているものとそうでないものが 
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ある。 

第1建物跡 

築地の本体をまたぐ1間(3.1ｍ)×1間(3.0ｍ)の建物跡である。確認面は築地の外側の2個

は整地層上面、内側の2個は第Ⅴ層（旧表土）上面である。このうち南東隅のピット（第3ピ

ット）は第15・第16ピットを、南西隅のピット(第4ピット)は第17ピットを切っている。方

向は南北柱列でＮ－17°－Ｗである。掘り方の規模は方 1.0～1.4ｍ、深さは完掘したもので

1.0～1.3ｍである。 

柱痕跡は径20～25cmの円形である。 

第2建物跡 

築地本体をまたぐ1間(3.1ｍ)×1間(3.0ｍ)の建物跡である。確認面はいずれの柱掘り方も

第Ⅴ層（旧表土）上面であるが、北西隅の柱痕跡は整地層上面で検出されている。建物の方向

は南西柱列でＮ－15°－Ｗである。柱掘り方は築地の内側のものが方 1.3ｍの長方形であるの

に対し外側のものは不整形で長軸約0.7ｍとやや小さい。深さは完掘したもので約0.5ｍである。

柱痕跡は径20～28cmの円形である。 

その他のピット 

ピットが平坦面と第 4 溝の壁から底面にかけて計 15 個検出されている。このうち築地内側

の平坦面にあるピット15～17はいずれも建物跡の柱穴と切り合っている。これらは形態、埋め

土の状態が建物跡の柱穴と類似していることから建物の柱穴と推定された。このうちピット16

と17に建物跡の柱間寸法(3ｍ)をあてはめた場合、組み合う可能性が考えられる。ピット15に 
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ついては不明である。 

築地外側の平坦面で検出されたピットは、いずれも規模が小さく、形態や位置関係に規則性

がみられず性格は不明である。 

第4溝の壁から底面にかけて検出されたピット9・10は検出状況から溝より古いものである

ことが判明している。ともに柱痕跡をもつところから、建物等何らかの施設の柱穴とみられる。 

礎板（第97図） 

平面形は半円形を示すものである。大きさは長軸が29.5㎝、短軸が14.8㎝、厚さが5.2㎝で

ある。表面は面取りされており、一部に手斧による削りの痕跡がみられるが単位は明確ではない。 

 

6．焼土遺構（第99図） 

地山面で確認された。平面形は楕円形、断面形は「Ｕ」字形を示すもので、規模は長軸2ｍ、

短軸1.4ｍ、深さ50㎝である。壁はゆるやかに立ち上っており、底面は平坦である。堆積土は

黒色や黒褐色のシルト層などからなっており、8 枚の層に細分された。木炭や焼土を含む層が

多い。層は主に壁際から中央に流れ込んだ状況を示している。使用痕跡として底面と6層上面

の2面に焼け面が確認されており、2時期の使用が考えられた。両面ともかたくしまっている。 

遺物は、堆積土中から土師器、須恵器が出土している。 

土師器（第99図） 

坏（1・2） 1 は丸底で体部外面に段がつくもので、段から上は内弯ぎみに外傾する。内面

に稜はない。外面の器面調整は段から上が横ナデ、下がヘラケズリ、内面はヘラミガキ・黒色

処理されている。2 は底部不明のもので、内面に稜がある。外面の器面調整は体部上半がヘラ

ミガキ、下半がヘラケズリ、内面はヘラミガキ・黒色処理が施されている。 

甕（3～7） 3は最大径が口縁部にあり、器高が口縁径より大きいものである。器面調整 
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は口縁部では内外面とも横ナデ、体部は外面が刷毛目、内面がヘラナデとなっており、底部に

は木葉痕がみられる。4～7はいずれも底部破片である。4・5は体部、底部外面にヘラケズリさ

れるが内面は不明である。6・7は体部外面にヘラケズリ、内面に刷毛目がみられる。7は底部

に木葉痕がある。 

須恵器（第99図） 
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坏（8・9） 8・9ともに底部切り離しは不明である。底部と体部下端は手持ちヘラケズリさ

れている。 

 

7．土壙（第100図） 

地山面で確認された。平面形は不整形で規模は長軸2.7ｍ、深さ約15 ㎝である。壁はゆる

やかに立ち上っており、底面はほほ平坦である。堆積土は褐色シルトと黒褐色シルトとの 2

枚の層からなり、両面とも焼土を含んでいる。 

出土遺物はない。 

 

8．堆積層出土遺物 

(1) 縄文土器（第101図） 

いずれも胎土に繊維を含む土器である。 

口縁部（1～3） 口縁端部に連続山形文が施されるもので内面には条痕がみられる。地文は

斜行撚糸文（Ｒ）である。 

体部（4～8） 内面に条痕がみられる。地文は斜行撚糸文（Ｒ）である。 

(2) 弥生土器（第101図） 

口縁部（9～16） 9・10は壺形土器の口縁部破片で複合口縁をもつものである。9は縄文圧

痕による二重の下向き連弧文が施される。地文は斜行縄文（ＲＬ）である。10は地文のみの斜

行縄文（ＲＬ）のものである。11～16は外傾する深鉢形土器の口縁部破片である。11は5本 
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の横位の沈線間に交互刺突文が施され口縁端部には押圧がみられる。12は頚部に横位の沈線が

施されるもので、口縁部が無文で体部の地文は斜行縄文（ＲＬ）である。13は波状口縁のもの

で、地文は縦位縄文（ＲＬ）である。14・15は地文が斜行縄文（ＬＲ）、16は無文である。 

体部（17～21） 17 は沈線による下向き連弧文、18 は弧線文、19 は菱形文の文様が施され

るものである。地文はいずれも斜行縄文（ＲＬ）である。20・21 は無文で20 は羽状縄文（Ｌ

Ｒ×ＲＬ）、21は縦位の撚糸文（Ｌ）である。 

底部（22～24） いずれも底部にケズリが施されている。14の体部には横位の沈線がみられ

る。 

脚部（25） ヘラ描きによる2本の横位沈線が施された後、ミガキが加えられている。 
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(3) 土師器（第102図1） 

坏  製作に際しロクロを使用しているもので底部切り離しは回転糸切りによる。体部から

口縁部にかけてほぼ直線的に外傾するもので、内面はヘラミガキ・黒色処理されている。 

(4) 中世陶器（第102図5） 

甕の体部破片である。色調は青灰色で焼成は堅緻である。外面は黄色味を帯びた自然釉で、

内面にオサエの痕跡がある。 

(5) 石器（第102図） 

剥片石器 

石鏃（6・7） 6 は無茎のもので基部の片側端部がわずかに欠損している。尖頭部側縁は平

坦なもので全面に調整剥離が加えられている。7は有茎のもので基部は「Ｔ」字状をしている。

尖頭部西側縁は平坦もしくはわずかにくぼんでいる。先端部は欠損している。ほぼ全面に調整

剥離が加えられているが一次剥離の面を一部に残している。 

石匙（8） 縦形のものである。腹面の一部に一次剥離の面を残している。 

石箆（9） 楕円形のものである。両側縁、刃部に調整剥離が加えられている。背面には自

然面を残している。 

礫石器（第101図） 

磨石（26・28） 1 は一部破損しているが円形に近い形のものである。上面と側面に磨面が

みられる。2は楕円形のもので上下面、片側面に磨面がみられる。 

(6) 砥石（第101図27・第102図2～4） 

平面形が長方形に近いもの（27・2）、形態が整わないもの（3・4）がある。いずれも薄い

板状のものである。27は3面、2は4面、4は2面、3は1面を使用している。 
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川 熊 地 区 
Ａ．地形と現状 

川熊地区は宮沢遺跡の南西隅に位置する。愛宕山地区や長者原地区の立地する小丘陵から南

東へ枝分かれした丘陵の南に、東西にのびる細長い丘陵がある。本地区はその丘陵西隅の頂部

にあたる。愛宕山地区の南端から沖積低地を挾んで南に約500ｍの地点である。 

地区内は北半がほぼ平坦な地形となっている。南半は削平を受けており原地形はかなり変貌

しているが、周囲の地形から緩やかな斜面になっていたものと思われる。平坦部での標高は約

42ｍ、周囲の沖積低地との比高は約18ｍとなっている。現状は大半が杉林となっているほか一

部で水田や畑地がみられる。 

Ｂ．調査の方法と経過 

イ．調査の方法 

調査は重機によって削平された約1,100㎡の範囲を対象とした。表土が削平され、すぐ下は

地山であったために、特に地区設定は行なわなかった。なお、土取予定地に、溝の延長を確認

するためのトレンチ（第1・第2）を設定した。 

実測図の作成実測図は遺構実測図（平面図・断面図）、遺構配図を作成した。 

（遺構実測図）住居跡の平面図は遣り方測量で、溝・土壙の平面図は平板測量で行ない、各

平面図にはレベルを記入した。必要に応じて断面図を作成した。縮尺は竪穴住居跡を1/20、溝・

土壙を1/40とした。 

（遺構配図）遺構配図は平板測量で行ない、縮尺は1/100とした。 

ロ．調査経過 

調査は8月7日に開始した。最初に削平部分の遺構確認作業を行なった。その結果、調査区

の東側で南北方向の溝・西側で竪穴住居跡・土壙・溝・墓壙が確認された。 

8月10日から8月26日にわたりそれらの遺構を検出し、精査を行なった。遺物は縄文土器・

弥生土器・須恵器などが出土した。 

9月1日～2日に第1溝の延長を確認するために第1・第2トレンチを南側の水田に入れた。

その結果、第2トレンチの地山面とⅡ層上面から2本の溝（第2溝・第3溝）が確認された。 

9月3日に保存区域の埋めもどしを行ない調査を終了した。なお、第1溝については平面形

は輪郭の確認にとどめ、幅、深さについては断面観察によった。 
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Ｃ．基本層位 

本地区の基本層位は、3 枚の層からなっている。第Ⅰ層は暗褐色シルトで、表土および耕作

土である。第Ⅱ層は黒褐色シルト、第Ⅲ層は黒色シルトで南側の斜面に堆積している。遺構は

第Ⅱ層、第Ⅲ層の分布する箇所ではその上面、他は地山面から確認している。 

Ｄ．発見された遺構と遺物 

1．土塁状遺構（第104図） 

調査区内東側において2本の土塁状遺構が認められた。このうち第1土塁状遺構については

現状の平面図作成を行なった。第2土塁状遺構については開田と土取りによりその大半が失わ

れているため、平面図は作成できず断面の観察を行なったのみである。 

第1土塁状遺構 

調査区東端を南北にのびるもので、調査区外では東西に方向を変えている。現状での基底幅

は約4.5ｍ、高さは約0.7ｍとなっている。 

第2土塁状遺構 

第1土塁状遺構の西側にある。大半が削平されており平面形、構築面は明らかではない。し

かし、東側で第1溝と接していることから、それと並行して南北にのびるものと推定される。

規模は基底幅が約4ｍ、高さが地山削り出しの分で約1.2ｍである。積み土は不明である。 

 

2．溝（第105図） 

土塁状遺構に伴ったものと考えられた溝が調査区東側に1本と、調査区南側に2本の計3本

の溝が検出された。前者を第1、後者の2本を第2・第3溝とした。このうち第1溝については

一部の断面を観察し、他は輪郭を確認するにとどめた。このほか土塁状遺構に伴わない溝が 3

本検出されている（第4～6溝）。 

第1溝 

第1土塁状遺構の西側を巡る溝で確認面は地山面である。規模は上端幅6.9ｍ、下端幅2ｍ、

深さ1.2ｍである。南にのびる可能性が考えられたが第2 トレンチでは検出されなかった。堆

積土は黄褐色や褐色、黒褐色などのシルト層からなり、7 枚の層に細分された。遺物は堆積土

中から丸瓦の破片が出土している。 

第2溝 

東西に走る溝である。確認面は地山面である。第1溝の東延長上にある。第3溝と隣り合う

もので、輪郭・断面形とも明らかでない。両者の間に後世の攪乱がみられ、南側の上端がこわ 
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－宮沢遺跡－ 

 

 

されている。深さは1ｍである。堆積土は褐色および暗褐色のシルト層からなり、4枚の層に分

けられた。 

出土遺物はない。 

第3溝（第105図） 

第2溝と平行するもので、第Ⅱ層上面から確認された。断面は逆台形を示す。規模は現存す

る上端幅約4ｍ、下端幅約1ｍ、深さ約1ｍである。堆積土は褐色ないし黒褐色のシルト層から

なり、10枚の層に細分された。 
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出土遺物はない。 

第4溝（第106図） 

住居跡および第4溝・第6溝を切っている。調査区西側で検出された。断面は逆台形を示す

もので上端幅1.5～2ｍ、下端幅0.5～0.6ｍ、深さ0.6～0.8ｍの規模をもつ。 
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－宮沢遺跡－ 

堆積土中から弥生土器が出土している。 

弥生土器（第107図） 

口縁部（1～7）  1・2は複合口縁の壺形土器である。ともに地文は斜行縄文（ＬＲ）が施

されており、うち1 は頚部が無文である。3 は外反する波状口縁のもので、口縁部が無文で体

部に斜行縄文（ＬＲ）が施されている。4～7は外傾する無文のものである。このうち4は斜行

縄文（ＬＲ）、5・6は斜行縄文（ＬＲ）、7は撚糸文（ｒ）が施されている。 

体部（8～22）  8は連弧文と弧線文が施されるもの、9は弧線文が施され、地文が斜行縄

文（ＲＬ）のもの、10は横位の沈線が施され、地文は斜行縄文（ＬＲ）のものである。11～16

は斜行縄文（ＲＬ）のもの、17～22は撚り糸文（Ｒ）のものである。 

第5溝（第106図） 

調査区西側で検出された。第4溝に切られ、第6溝を切っている。また、南西側が削平され

ている。規模は1.2ｍ、深さ15～20㎝である。 

出土遺物はない。 

第6溝（第106図） 

調査区西側で検出された。第4・第 5 溝に切られている。また、南側が削平されている。規

模は幅1ｍ、深さ30～40㎝である。 

出土遺物はない。 

 

3．竪穴住居跡（第108図） 

調査区西側で検出されたもので、確認面は地山面である。東側を第5溝によって切られてい

る。南側は削平されているが、残存する北壁や西壁の形態から、平面形は方形と考えられる。

残存長は、北壁、西壁とも3.2ｍである。 

堆積土は 3 枚の層に分けられる。1 層は黒色シルト、2 層は暗褐色シルトでともに住居跡全

体に堆積している。3層は褐色シルトで壁際に堆積している。 

壁は地山を壁としているが、やわらかくもろい。壁の立ち上がりはゆるやかである。残存高

は最も保存のよい北壁で30～35㎝である。 

床は地山でほぼ平坦である。全体にやわらかくしまりがない。 

柱穴が床面から5個確認されたが、配置に規則性はなく、柱痕跡も確認されておらず、柱穴

がどうかは不明である。 

周溝は残存する壁の部分にめぐる。幅が10～20㎝で、床面からの深さが約8㎝である。 

遺物は、床面から土師器、土錘、堆積土中から弥生土器が出土している。 

土師器（第108図） 
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－宮沢遺跡－ 

 

 

坏（1） 口縁部を欠くものである。製作に際しロクロを使用しているもので、底部は回転

糸切りによって切り離されている。内面はヘラミガキ・黒色処理されている。 

甕（2） 底部の破片であり、全体の器形は不明である。器面調整は外面がヘラケズリ、内

面がヘラナデされている。 

土錘（第110図） 

北壁および西壁の周辺の床より 40 点出土している。紡錘形をしており、貫通孔をもつ。長

さ3.9～5.3㎝、太さ(最大径)1.4～1.7㎝、重さは8.2～12.9ｇである。貫通孔は断面が楕円形

のものが多い。孔径は0.3～0.8㎝である。表面には製作の際のオサエの痕跡が見られる。 

弥生土器（第109図） 

口縁部（1） 外傾する波状の口縁である。斜行縄文（ＬＲ）が施されている。 

体部（2～5） 2～3 は斜行縄文（ＲＬ）、4 は撚糸文（Ｒ）、5 は撚糸文（ｒ）が施されて

いる。 
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－宮沢遺跡－ 

4．土壙 

調査区西側において土壙が計5基検出された。いずれも確認面は地山面である。 

第1土壙（第111図） 

平面形は円形で径 3.8ｍ、深さ 1.8ｍの規模をもつ。壁はゆるやかに立ち上がりながら、上

端部でやや開く擂鉢状をしている。底面はやや丸味をもっている。堆積土は、褐色、暗褐色、

黒褐色などのシルト層からなり、13枚の層に細別された。 
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－宮沢遺跡－ 

遺物は、堆積土中から弥生土器、須恵器が出土している。 

弥生土器（第111図） 

口縁部（1・2）  ともに複合口縁の壺形土器の口縁部破片である。1 は無文である。2 は

撚り糸文（Ｒ）が施文されている。 

体部（3～9）  3～6は太い箆描きによって沈線が施されている。地文は3と4は斜行縄文

（ＲＬ）、5と6は斜行縄文（ＬＲ）である。7～9は地文だけのもので、7は縦位の縄文（Ｌ

Ｒ）、8は斜行縄文（ＲＬ）、9は縦位の撚糸文（Ｒ）である。 

須恵器（第111図） 

甕（10） 体部破片で、外面は平行タタキ、内面はオサエの痕跡がみられる。 

第2土壙（第112図） 

土壙 3 を切っており、土壙4 によって切られている。平面形は円形で、径4.9ｍ、深さ2.4

ｍの規模をもつ。壁は緩やかに立ち上がりながら、上端部でやや開く摺鉢状をしており、底面

はやや丸味をもっている。堆積土は主に暗褐色や褐色のシルト層からなり、12枚の層に細分さ

れた。 

遺物は、堆積土中から弥注土器、土師器、須恵器、赤焼土器が出土している。出土状況は第

1層と第3層に集中する。 

弥生土器（第114図） 

口縁部（1・2）  1 は複合口縁の壺形土器で、地文は斜行縄文（ＬＲ）が施され、2 は外

傾するもので、地文は撚り糸文（Ｒ）が交叉して施されている。 

体部（3～32）  3・4 は刺突文と撚糸文（Ｒ）による押圧文が施されるもので、地文は斜

行撚糸文（Ｒ）が施されている。5 は平行する山形の沈線、6～9 は横位の沈線が施され、8 の

地文は斜行縄文（ＬＲ）が施されている。10～33 は地文だけのもので、そのうち10・11 は斜

行縄文（ＲＬ）、12・13 は斜行縄文（ＬＲ）、14～17 は斜行撚糸文（Ｒ）、18～28・30 は撚

糸文（Ｌ）、29・31・32は斜行撚糸文（Ｌ）が交叉して施されている。 

土師器（第113図） 

坏（1） 製作に際しロクロを使用している。体部から口縁部にかけては丸味をもって外傾

する。底部は回転糸切りによって切り離されており、再調整はない。内面はヘラミガキ・黒色

処理が施されている。 

高台付坏（2） 製作に際しロクロを使用しているものである。底部には回転糸切り痕を残

している。内面にはヘラミガキ・黒色処理が施されている。 

甕（3） 製作に際しロクロを使用しているものである。口縁部は短く外傾し、最大径は体

部にある。体部下半にはヘラケズリが施されている。 
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－宮沢遺跡－ 

 

須恵器（第113図） 

坏（4・5）  4 は口縁部が外傾する。底部の切り離しは回転糸切り、体部下端に手持ちヘ

ラケズリの再調整がある。5は底部が欠損している。内弯ぎみに外傾するものである。 

甕（6）  体部上半と高台部を欠いている。体部外面にはヘラケズリ、内面にはヘラナデ、

底部には手持ちヘラケズリが施されている。 

鉢（8）  底部が失われている。体部はほぼ直線的に外傾し、口縁部で直立する。内外面

にはロクロ調整痕が明瞭にみられる。 

長頚壼（7）  体部上半・底部中央・高台部を欠く、体部には回転ヘラケズリ、底部には

回転糸切りの後回転ヘラケズリが加えられている。 

赤焼土器（第113図） 

坏（9～14）  いずれも体部から口縁部にかけて、直線的に外傾するもので、器形の高い

ものと低いものとがある。底部切り離しはすべて回転糸切りによるものである。 

高台付坏（15）  体部から口縁部を欠いている。底部切り離しは回転糸切りによっている。 

第3土壙（第115図） 

墓壙と第2土壙に切られており、平面形は不明である。残存長は、長軸1.8ｍ、短軸1.5ｍ、

深さは20㎝である。 
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遺物は、堆積土中より弥生土器破片が出土している。 

弥生土器（115図1・2） 

口縁部（1） 外傾する平縁のものである。撚糸文（Ｒ）が交叉して施されている。口縁端

部に撚糸文（Ｒ）の圧痕がある。内・外面に丹が塗られている。 

体部（2） 斜行縄文（ＬＲ）が施されている。なかに結節の綾絡がみられる。 

第4土壙（第115図） 

平面形は楕円形で長軸2.5ｍ、短軸2.1ｍ、深さ90㎝の規模をもつ。 

遺物は、堆積土中より縄文土器が出土している。 

縄文土器（第137図3・4）ともに体部破片である。3が斜行縄文（ＲＬ）、4は斜行縄文（Ｌ

Ｒ）が施されている。 

第5土壙（第115図） 

平面形は円形で径3.2ｍ、深さ36㎝の規模をもつ。 

遺物は、堆積土中より縄文土器が出土している。 

縄文土器（第115図5～8） いずれも体部破片で斜行縄文（ＬＲ）が施されている。 
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－宮沢遺跡－ 

5．井戸跡（第104図） 

地山面で確認された。平面形は円形で、径 1.4ｍの規模をもつ。壁は、ほぼ垂直に立ち上が

っている。深さ 2.7ｍまで掘り下げたが完掘はしていない。堆積土は、全体に黒褐色シルト層

が堆積しているが、なかに赤褐色土を、ブロック状に含んでいる。 

出土遺物はない。 

 

6．墓壙（第115図） 

第2土壙の西側で確認された。第3土壙を切っている。平面形は長方形で長軸3.5ｍ、短軸

2.9ｍ、深さ42㎝の規模をもつ。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。 

遺物として、鏡、くし、握りばさみ、毛抜状の鉄製品、指輪、キセル、寛永通宝、銅製品等

が出土している。 
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7．堆積層出土遺物（第116図） 

遺物は第Ⅰ層から弥生土器・土師器・須恵器が出土している。弥生土器については主なもの

を拓本に、須恵器は可能なもの、特徴のあるものを実測図、拓本に示した。土師器については、

すべて細片のため破片集計にとどめた。瓦は拓本に示した。 

弥生土器 

口縁部（1）  複合口縁の壺形土器のものである。横位と波状の沈線が施文されている。 

体部（2～11）  2～6 は文様が施文されるものである。2 は弧状沈線と斜行沈線、3～6 は

横位の沈線が施文され、地文は斜行縄文（ＬＲ）のものである。7～11 は無文のものである。

斜行縄文（ＬＲ）、8・9は撚り糸文（Ｒ）、10・11は交叉する撚り糸文（Ｒ）が施文されてい

る。 

底部（12・13） 12は底部外面にケズリが施され、体部に2本の横位の沈線が施文されてい

る。13の底部外面には木葉痕がみられる。 

須恵器 

坏（14）  口縁部が欠損しており、全体形は不明である。底部切り離しは回転糸切りによ

る。 

甕（15～18）  15 は外反する口縁部破片で、縁帯をもつものである。16～19 は体部破片

で、16・17の外面は平行タタキが施文されており、内面には17が青海波文、16がオサエの痕

跡がある。18は外面に格子タタキが施されており、内面にはオサエの痕跡がある。 
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